
問題1
み かわ

さて、今回のテーマは「わがふるさとは、三河」。
ちいき

この「三河」とは、現在のどの地域のことでしょう
か？

あい ち けん

⑴ 名古屋市の一部 ⑵ 愛知県全体
⑶ 愛知県東部 ⑷ 愛知県西部

び しゅう

解説 現在の愛知県は江戸時代まで「尾州」（尾
さんしゅう とら

張）と「三州」（三河）の二つの州に分けて捉
えられていました。明治時代になり、三河の各藩（９

ぬか た

藩）は「額田県」となり尾張の藩は「名古屋県」から「愛
知県」となったのですが、政府の方針でこの二つを
統合して「愛知県」としたのです。これに対して額田
県側が反対運動（三河分県運動）を起こしましたが、
国会で否決され現在に至っています。三河は愛知県

や はぎ

の東部に当たり、矢作川や豊川が西三河・東三河の
平野部を形成し古
くから独自の文化
を創り上げてきま
した。

問題2

徳川家康公が生まれたのは、三河、岡崎城。それ
てんぶん せいれき

は天文１１年１２月２６日。西暦では１５４２年、十六世紀
の中頃。その頃、世界はどんな時代だったでしょ
うか？

⑴ アメリカのライト兄弟が世界初の飛行機を発明した時代
せっけん

⑵ モンゴルのフビライ・ハンがユーラシア大陸を席捲した時代
せい ち だっかん は けん

⑶ 聖地エルサレムをイスラム教国から奪還しようと十字軍が派遣された時代
だいこうかい へ

⑷ 大航海時代を経て、ヨーロッパ諸国が世界に進出した時代

解説 １５世紀から１７世紀前半にかけて、ポルト
ガル・スペインを中心とするヨーロッパ諸

国が地球規模の遠洋航海を実施して新航路・新大陸
を発見します。この積極的な海外進出を行った時代
を大航海時代と呼んでいますが、特にバスコ＝ダ＝
ガマのアフリカ・インド航路開拓、コロンブスのア
メリカ大陸到達、マゼランの世界周航などが行われ、
世界史の上でも植民地体制が確立される時代として
とら

捉えられます。家康
公が生まれた翌年の
天文１２年（１５４３）には、
たね が しま

種子島に鉄砲が伝わ
るなど、日本にもそ
の影響が出始めたの
です。 東インド諸島図（１５７０年頃）尾張と三河

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題3
どうよう

前問と同様、家康公が三河、岡崎城で生まれたこ
じょうきょう

ろ、日本の国内はどんな状況だったでしょうか？
てっぽう でんらい

⑴ 鉄砲が伝来し、キリスト教が伝わり、国内は
らん せ

戦国乱世のど真ん中。
ぶ け みんしゅう ほうねん しん

⑵ 武家の世になるも民衆は不安の中、法然、親
らん じょう ど し そう と

鸞が浄土思想を説く。
おうにん みやこ

⑶ 応仁の乱が始まり、京の都で東軍と西軍が争う。
むろまちばく ふ きん

⑷ 南北朝が合一。室町幕府は最盛期を迎え、金
かく じ こんりゅう

閣寺が建立された。

解説 戦国時代を、「応仁の乱（１４６７年）」を「始
まり」、「大坂夏の陣（１６１５年）」を「終わり」

と考えた時、家康公の生まれた年はちょうどその中
間点に当たります。正に戦国乱世のど真ん中に生ま

しょうがい

れ、生涯その平定のために働いたということになり
ます。国内は鉄砲やキリスト教が伝わり、戦国大名
たちにとってヨーロッパ諸国の影響が出始める時代
でもありました。それらをうまく取り入れ、時代を
変えていく
リーダーが求
められる時代
となっていく
のです。

問題4

前問と同様、家康公が三河、岡崎城に生まれたこ
と ま

ろ、その三河地方を取り巻く状況はどうだったで
しょうか？

まつだいら し

⑴ 松平氏が西三河を統一して安定していた。
いまがわ し りょうごく

⑵ 三河は今川氏の領国となり、岡崎城には今川
だいかん

の代官が入城していた。
すん ぷ お わり お だ せいりょくけんあらそ か

⑶ 駿府の今川と尾張の織田の勢力圏争いの渦
ちゅう

中にあった。
いっこうしゅうもん と とう ち

⑷ 勢力を伸ばした一向宗門徒が、三河を統治していた。

解説 家康公の祖父 松平清康が家臣に殺害さ
れて以後、尾張の織田信秀による安城城進

り はん

出、それに伴う松平一族の離反が続き、岡崎城の松
きゅう ち

平広忠（家康公の父）は窮地に立たされてしまいます。
うし だて

広忠は自分の後ろ盾になっていた駿河の今川義元に
ひき

救援を依頼、義元は大軍を率いて織田信秀と岡崎の
あ ず き ざか

小豆坂で戦いました
（第一次小豆坂の合戦）。
この戦いは痛み分けと
なりますが、織田氏と
今川氏が岡崎城の眼前
で争うという厳しい状
況の中、家康公が誕生
したのです。 小豆坂古戦場碑（岡崎市）種子島の火縄銃（愛知万博）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題5
しょうがい ただ

この時から家康公の７５年の生涯が世を正し、三河
そだ きず

武士たちが育ち泰平日本を築いてゆきました。家
つか い ぎょう

康公に仕え、家康公の偉業を支えた三河武士たち
ともな はんしゅ だいみょう

は、江戸開府に伴い全国各地の藩主（大名）となり、
ばくまつ

江戸時代を通じて各藩を治めました。幕末期、全
し そん

国のおよそ２８０の藩の中で、三河武士たちの子孫が
藩主だった藩はおよそいくつあったでしょうか？

⑴ 30藩 ⑵ 60藩
⑶120藩 ⑷240藩

ばくはん

解説 江戸時代の政治体制を「幕藩体制」と呼ん
でいます。これは幕府の政治と藩の政治を

しゅいんじょう

結合した言い方で、各藩は幕府から朱印状を発行し
まつりごと

てもらい、領地の保証を受けながら独自の政を行う
という体制でした。中央集権的な政治体制と捉える
よりもむしろ地方分権的な体制といえます。このよ
うな体制の中で、大名たちは江戸を守るという役割

お

を負っていました。徳川創業期以来の三河武士たち
は、幕府にとって信頼で
きる存在として、多くが
大名として取り立てられ

すぐ

ました。そして全国に優
れた城下町を建設したの
です。

問題6

三河の地の発展を支えたものは、山間部と海（三
しゅううん

河湾）を結ぶ様々な河川の舟運と言われ、三河の
み かわ あ

語源を「御川」として現在の川を充てる説がありま
す。その川とは、どれでしょうか？

さかいがわ とよかわ

⑴ 境川 ⑵ 豊川
なが ら がわ や はぎがわ

⑶ 長良川 ⑷ 矢作川

解説 「三河」の語源については諸説あり、矢作
おとがわ

川・乙川・豊川の三つの川を意味するとい
うもの、美しい川（美川）が流れる地域を意味するも
の等々があります。いずれにしろ、この地域が川の
恩恵を受けて成り立っている地域であることを表し
たものであり、その中心となる河川が矢作川である
ことは明らかです。矢作川はもともとは多くの支流

はんらん うんぱん

を持ち、氾濫も多くありましたが、舟で荷を運搬す
る水路としての利用も多く、舟運は人々の暮らしを
支える重要な流
通手段でした。
人々が崇敬の念
を込めて矢作川
を「御川」と呼ん

うなづ

だのも頷けます。

矢作川・乙川合流地点（岡崎市）大多喜お城まつり（千葉県大多喜町）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１０ １１



問題7
こ だい くにのみやつこ

古代より「国造」として三河地域を支配していたと
し ぞく

考えられる氏族は次のうちどれでしょうか？
おおとも し かつらぎ し

⑴ 大伴氏 ⑵ 葛城氏
そ が し もののべ し

⑶ 蘇我氏 ⑷ 物部氏

解説 「国造」とは、大和朝廷の氏姓制度下で与
えられた地位の一つであり、国々の支配者

さ うじ

を指します。その地位に就くことができたのは「氏」
けつぞく

としての地位を認められた血族集団に限られ、大伴
なかとみ し

氏・中臣氏・物部氏や葛城氏・蘇我氏など、朝廷内
き ない

の職務や畿内の土地名を氏の名称として与えられて
いました。
三河国では物部氏が国造として支配していた様子
しんぷく じ はい じ い せき

が、真福寺・北野廃寺（岡崎市）などの建造物や遺跡、
あ つ わ

謁播神社の記録などから分かっています。「物部」は
「もののふ」とも読まれ、武人としての職務を負って
いたと考えられ
ます。

問題8
しんらん ねんぶつせっぽう

親鸞の高弟による念仏説法によって、主に西三河
みんしゅう

平野部の民衆の間に広まった仏教の宗派は何で
しょうか？

じ しゅう じょう ど しんしゅう

⑴ 時宗 ⑵ 浄土真宗
しんごんしゅう ぜんしゅう

⑶ 真言宗 ⑷ 禅宗

ねんぶつそうじょう

解説 「三河念仏相承日記」（東泉寺蔵）によると、
しん

鎌倉時代の前期に親鸞の高弟であった真
ぶつ けん ち や はぎやく し じ

佛・顕智らにより、矢作薬師寺で念仏説法が行われ
たとあります。その後、三河に滞在した顕智による

だい わ ちょうみょうげん じ あかしぶ す ご う

教化によって、平田（大和町妙源寺）・赤渋・菅生
まんしょう じ おかまち

（満性寺）・作岡（岡町）の各所（いずれも岡崎市）に
「道場」が開かれ、この地域の真宗門徒拡大の起点と

やなぎどう

なりました。一説には、親鸞自身が妙源寺の柳堂や
しょうれん じ

勝蓮寺（矢作町）の柳堂で念仏説法を行ったとも伝わ
ります。

妙源寺柳堂（国重文／岡崎市）北野廃寺跡（物部氏の氏寺／岡崎市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１２ １３



問題9

前問の、親鸞の高弟が念仏説法を行ったとされる
三河の地はどこでしょうか？

にしのごおり がまごおり し ふこうず

⑴ 西郡（蒲郡市） ⑵ 深溝（幸田町）
まつだいら や はぎ

⑶ 松平（豊田市） ⑷ 矢作（岡崎市）

解説 矢作の地は奈良時代より宿場町として栄
えていたと考えられます。主に関東で布教

活動を行っていた親鸞やその高弟たちが、京に上る
とうりゅう

際に矢作宿に逗留したと考えられます。薬師寺は天
台宗の寺院で、現在その姿はありませんが、矢作川

きざ

河床遺跡からは「薬師寺」の文字が刻まれた瓦も発見
されており、その存在が明らかになっています。矢
作川の舟運と東海道が交わるこの地が、古くから重

よう す うかが

要な場所であった様子が窺えます。

問題10
あしかが し き え

足利氏が深く帰依し、主に東三河や西三河山間部
みんしゅう

の民衆の間に広まった仏教の宗派は何でしょう
か？

⑴ 時宗 ⑵ 浄土真宗
⑶ 真言宗 ⑷ 禅宗

りんざいしゅう む そう そ せき

解説 足利尊氏が臨済宗の禅僧である夢窓疎石
に帰依して以来、禅宗、とりわけ臨済宗は

足利将軍家の保護を得たと考えられます。三代将軍
よしみつ しょうこく じ ご ざんじゅっ

足利義満は、１３８６年に相国寺を創建した後、五山十
さつ ととの

刹の制を整え、京都五山（天龍寺、相国寺、建仁寺、
東福寺、万寿寺）と別格の南禅寺を幕府の保護下に
置きました。尊氏は先祖のふるさとでもある額田の
地に立派な臨済宗寺院の創建を考えていましたが、

てんおん じ

孫の義満によって実現されました。それが天恩寺で
そうとうしゅう

す。以来、三河の山間部や東三河の地域には曹洞宗
を含めた禅宗の寺
院が多く建てられ
たと考えられてい
ます。

天恩寺（国重文／岡崎市）「薬師寺」刻字瓦（矢作川河床遺跡）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１４ １５



問題11
ぬか た ぐん

家康公を生んだ三河国 額田郡（現在の岡崎市と
かまくらばく ふ

額田郡幸田町を中心とした地域）は、鎌倉幕府を
みなもとの よりとも ちょっ

開いた源 頼朝と深い関係があり、鎌倉幕府の直
かつ ち

轄地でもありました。額田郡と源 頼朝とはどの
ような関係があったでしょうか？

せいたん ち

⑴ 源 頼朝の生誕地が額田郡であった。
へい け だ とう あ

⑵ 源 頼朝が平家打倒の兵を挙げたのが額田郡であった。
こく し

⑶ 源 頼朝の父が、もともと額田郡を含む三河国の国司であった。
か じゃ りょうしゅ

⑷ 源 頼朝の祖父（母の父）が、額田冠者（額田郡の領主）であった。

だいぐう じ すえのり

解説 源 頼朝の母は熱田神宮大宮司 藤原季範
ゆ ら ご ぜん

の娘（由良御前）です。この季範には従四位
ぬか た か じゃ の

下の官位の他に「額田冠者」の名が載せられており、
額田地域と深い関係を意味していると考えられます。

ゆうはん ほっきょう

事実、季範の子である祐範が「額田法橋」として、孫
かんでん そう ず

の寛伝が「額田僧都」として瀧山寺の僧になっていま
お じ い と こ

した。頼朝にとっては叔父、従兄弟に当たる人物で
す。祐範は頼朝が伊豆
に流された時、従者を
付け経済援助も行った
と伝えられます。頼朝
と額田、とりわけ瀧山
寺との関係を表してい
ます。

問題12
しょだいしゅ ご にん

源 頼朝により、三河の初代守護に任じられたの
だれ

は誰でしょうか？
あ だちもりなが ほうじょうときまさ

⑴ 安達盛長 ⑵ 北条時政
かじわらかげとき よしつね

⑶ 梶原景時 ⑷ 源 義経

解説 頼朝は鎌倉幕府を開いた際、母のふるさ
とでもある三河国を「関東御分国」と位置づ

ちょっかつ ち のりより

け直轄地とします。その際に実弟の範頼を三河国司
み かわのかみ

（三河守）としましたが、範頼の失脚後は自分の右腕
でもあった安達盛長を三河守護に任じました。盛長

しち み どう こんりゅう けん い

は主に東三河を中心に「七御堂」を建立、その権威を
き ら ちょう こんれん じ

表します。特に西尾市吉良町に現存する「金蓮寺」は、
現代に当時の仏殿の様式を伝える貴重な建造物とし
て国宝に指定されています。また盛長の墓所は蒲郡

ちょうせん じ

市の長泉寺にあります。

源頼朝生誕地（名古屋市熱田区） 金蓮寺（国宝／西尾市）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１６ １７



問題13
てんだいしゅう が らん

天台宗の寺院ですが、源 頼朝によって伽藍が整
あしかがたかうじ ほんどう こんりゅう

備され、足利尊氏によって本堂が建立され、徳川
将軍家からも手厚い保護を受けたのは、どの寺院
でしょうか？

ぜ だいじゅ じ

⑴ 是の字寺 ⑵ 大樹寺
たきさん じ てんおん じ

⑶ 瀧山寺 ⑷ 天恩寺

えん ぎ

解説 瀧山寺に残される記録（瀧山寺縁起）には、
源 頼朝や足利尊氏との深い関係を示す記

しゅげんじゃ

述が見られます。天台宗の寺院として多くの修験者
あつ

を集めていた瀧山寺は、時々の権力者たちから篤い
すうけい うかが

崇敬を集めていたことが窺えます。特に本堂は南北
朝の頃の建造と考えられ、足利尊氏による建立が伝
えられており国の重要文化財に指定されています。
また家康公からも手厚い保護を受けますが、三代将

いえみつ けいだい ち

軍 家光によって境内地に瀧山東照宮（国重要文化
財）が創建されました。

問題14
ぶっ し うんけい たんけい あん ち

京の仏師 運慶・湛慶の作で、前問の寺院に安置
ひげ う

され、源 頼朝の歯と髭が体内に埋め込まれてい
る、頼朝と等身大の国指定重要文化財の仏像を何
というでしょうか？

やく し にょらいりつぞう

⑴ 薬師如来立像
しょうかんのん ぼ さつ

⑵ 聖観音（菩薩）立像
あ み だ にょらい

⑶ 阿弥陀如来立像
にょ い りんかんのん

⑷ 如意輪観音（菩薩）立像

解説 頼朝と従兄弟の寛伝とは特に深い付き合
ざ

いがあったと伝えられ、日光山満願寺の座
す ばってき

主（別当）に抜擢されます。四年後、瀧山寺に戻るこ
あて

とになった際には六十六郷の知行地を宛がわれ、「額
田僧都」を名乗ることになっ
たのです。頼朝の死去に伴う
三回忌には、寛伝により「総
持禅院」が建立され、運慶、
湛慶父子の手による「聖観音

ぼんてん たいしゃく

三尊像」（聖観音・梵天・帝釈
てん

天―国重要文化財）を安置し
ました。特に聖観音立像の高
さは頼朝の身長と同じであり、
頭部内に口髭と歯が埋め込ま
れています。

聖観音立像
（瀧山寺蔵 国重文／岡崎市）瀧山寺本堂（国重文／岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１８ １９



問題15
じょうきゅう ご と ば じょうこう

承久の乱（承久３年（１２２１）：後鳥羽上皇が鎌倉幕
ちんあつ

府打倒の兵を挙げ、幕府に鎮圧された事件）の後、
ぐんこう しゅ ご あしかがいちもん

その軍功により三河国の守護になった足利一門の
当主は誰でしょうか？

たかうじ ただよし

⑴ 足利尊氏 ⑵ 足利直義
よしうじ よしまさ

⑶ 足利義氏 ⑷ 足利義政

解説 足利義氏は尊氏より五代前の第三代当主
しつ じ

です。鎌倉幕府の執事でしたが、本拠地の
こうづけ ぼ だい じ ばん な じ

上野国足利荘（足利市）では菩提寺である「鑁阿寺」の
が らん りんせつ

伽藍を整備したことでも有名です。また隣接して「足
利学校」がありますが、関東では最大の学校として

かん

古くから儒教および漢
せき

籍の研究や学問が盛ん
に行われました。第九

さんようげんきつ

代校主の三要元佶は家
めい

康公の命を受けて、京
ふし み えんこう じ

都伏見の圓光寺で伏見
版とよばれる出版事業

たずさ

に携わったことでも知
られます。３００年以上
の時を経て、義氏と家
康公の、三河を介した
深い縁を思います。

問題16

足利氏が三河守護になったことで、矢作川流域に
はその一族が配され、根を下ろします。本家の守

ほそかわ し に き し はっしょう

護所とともに、細川氏、仁木氏などの発祥の地と
なったのは現在の何市でしょうか？

あんじょう し

⑴ 安城市 ⑵ 岡崎市
⑶ 豊田市 ⑷ 西尾市

解説 足利義氏が一族を配した地は、主に矢作
川に沿った地域でした。これは、矢作川が

東西を分かつ、防衛上の重要な役割を持つ川であっ
たからだと考えられます。源氏と平氏の戦いでは平

う

氏の軍を矢作川で迎え撃った源頼政の例もありまし
なが せ と が

た。現在の岡崎市域では、細川・仁木・長瀬・戸賀
さき うえ じ

崎（戸崎）・上地などに一族が根を下ろしました。結
果、南北朝の争いでは、新田義貞の軍と、それを迎
え撃つ足利一
門が矢作川を

たい じ

はさんで対峙
した戦いに
なったのです。

細川氏初代墓（蓮性院／岡崎市）足利義氏像（鑁阿寺蔵／足利市）

解答… ⑶ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

２０ ２１



問題17
き

前問同様、その後の時代に大きく関わってゆく吉
ら し いっしき し する が

良氏、一色氏、さらには駿河守護となり家康公の
いまがわ し

時代に関与する今川氏などの発祥の地となったの
は現在の何市でしょうか？

⑴ 安城市 ⑵ 岡崎市
⑶ 豊田市 ⑷ 西尾市

解説 足利一族が根を下ろした矢作川流域では、
その下流域にも多くの一族が配されました。

吉良・一色・今川などが該当しますが、現在の西尾
さいじょう

市域です。吉良氏は現在の西尾城がある「西条吉良
とうじょうじょう

氏」と東条城の「東条吉良氏」に分かれました。後に
ぼっぱつ ろうにんいっ き

勃発する「額田郡牢人一揆」も、この二つの吉良氏の
争いがその遠因になっていると言われます。岡崎市
域の仁木氏や細川氏と共に、彼らの子孫たちは室町
幕府のもとで
将軍家を支え

つ

る地位に就き、
各地の守護大
名に任じられ
たりしました。

問題18

13世紀末ごろ、足利氏が三河とともに守護職を有
していた国はどこでしょうか？

い ず か ず さ

⑴ 伊豆 ⑵ 上総
む つ

⑶ 駿河 ⑷ 陸奥

解説 足利氏は三河国と上総国の守護に任じら
とくそう け

れていました。伊豆国の守護は北条得宗家
しっけん

（鎌倉執権）、駿河国の守護も同様に北条得宗家が務
おさ

めていました。遠江国も鎌倉後期には北条一族（大
らぎ

仏氏）が守護に任じられており、東海道はほぼ北条
一族で領有されていたことになります。後に足利尊
氏が将軍職になると、守護はがらりと変わることに
なり、三河出身の足利一族が多くの守護大名に任じ
られました。陸奥国は多くの地頭職が存在しました
が、守護職は特に置かれていませんでした。

いい が おか

上総国飯香岡八幡宮（千葉県市原市）吉良東条城址（西尾市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

２２ ２３



問題19
たいへい き

「太平記」には、足利尊氏が鎌倉幕府を倒すため京
やかた

に攻め上る際に、足利一族の大勢力がある館に集
め ざ えが

結し、一族を挙げて京を目指す場面が描かれてい
ます。ある館とはどこのことでしょうか？

あつ た ち りゅう

⑴ 熱田の館 ⑵ 知立の館
⑶ 矢作の館 ⑷ 吉田の館

ご だい ご

解説 執権 北条高時の命を受け、後醍醐天皇
ちんあつ

の反乱鎮圧のために鎌倉を出立した尊氏で
とうばく

したが、その時はすでに討幕の意思を固めていまし
た（太平記）。兵の数は数百人と少なかったのですが、
到着した三河国矢作の館にはこの地に根を下ろした

ひ かんしゅう

一族や被官衆が集結し、尊氏と行動を共にすること
ふく

を誓ったのです。兵の数は２万人と膨れ上がり、京
ろく は ら たんだい

の六波羅探題を攻
め落とすことに成
功しました。この
矢作の館は現在の

みょうだい じ ちょう

岡崎市明大寺町に
あったのではと推

つまび

測されますが、詳
らかではありませ
ん。

問題20
きょてん

三河国が足利一族の拠点であったことから、岡崎
だいもん せきほうとう

市大門のある神社に尊氏の石宝塔が残されていま
す。何という神社でしょうか？

うえ じ はちまんぐう と ろ

⑴ 上地八幡宮 ⑵ 土呂八幡宮
や つるぎ や はぎ

⑶ 八劔神社 ⑷ 矢作神社

解説 矢作川流域には足利一族が配されました
ひ かんしゅう

が、その被官衆（家臣）も多くが三河の地域
こう あ お う

に入ってきました。その内、額田地域には高氏、粟生
氏、上杉氏、倉持氏らが入りましたが、大門周辺（便

きょ かま

寺屋敷）には倉持氏の一族が多く居を構えました。
現在の八剱神社付近

と か

には矢作川の渡河地
点が存在したと考え
られ、多くの人々が
行き交う場所だった
のでしょう。将軍

あしかが

尊氏の石宝塔が足利
く ら の じ ょ う

内蔵之尉という者に
けんしょう

よって建立され顕彰
されたのではないか
と考えられます。

足利尊氏石宝塔（岡崎市）足利尊氏像（浄土寺蔵／広島県尾道市）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

２４ ２５



問題21

足利一族のうち、一色氏の家系に生まれ、後に家
こく い さいしょう

康公の政策ブレーンとなり黒衣の宰相とも呼ばれ
た人物は誰でしょうか？

こん ち いんすうでん すみのくらりょう い

⑴ 金地院崇伝 ⑵ 角倉了以
てんかい み うらあんじん

⑶ 天海 ⑷ 三浦按針

解説 「家康公の政策ブレーン」と「黒衣の宰相」
という部分から、金地院崇伝を指している

むろまちばく ふ つか

ことがわかります。崇伝はもともと室町幕府に仕え
みずか よし

る一色氏の家に生まれ、自らも十五代将軍 足利義
あき

昭の側近として活躍をしてい
ましたが、義昭が追放され幕

なんぜん じ

府が滅ぶと京都の南禅寺に入
り出家をします。その後には
いくつかの臨済宗寺院の住持
を経て、再び京都五山の最高
位である南禅寺の住持となっ
たのです。家康公の大御所時

み いだ

代に見出され、寺社政策や教
育・外交のブレーンとして活

ぶ け しょはっ と きん

躍をします。武家諸法度や禁
ちゅうならびに く げ しょはっ と き そう

中並公家諸法度を起草した人
物としても知られます。

問題22
し てんのう さかきばらやすまさ しっきゃく

徳川四天王の一人、榊原康政の先祖は、失脚して
いっ し ぐん な の

伊勢国一志郡榊原村に移住し、榊原姓を名乗った
足利一族といいます。榊原康政の先祖は足利一門
のどの家系でしょうか？

⑴ 今川氏 ⑵ 吉良氏
⑶ 仁木氏 ⑷ 細川氏

よし

解説 仁木氏は足利尊氏に仕えて活躍をした義
なが

長の時代に三河国の守護となります。尊氏
ちょうよう とお

に重用され、一時期は伊勢・伊賀・志摩・三河・遠
とうみ

江の守護職を兼帯するまでになりました。しかし尊
ばくりょう はいせき

氏の死去に伴って他の幕僚から排斥され、伊勢国に
逃亡します。後には守護職も解任され、義長の子孫
はそのまま伊勢国の榊原郷に住み着き榊原姓を名

へき

乗ったのでした。榊原康政の祖父 清長の時代に碧
かいぐんうえ の ごう

海郡上野郷（豊
かみごう ちょう

田市上郷町）に
渡り、後に松平

ちか ただ

家（親忠～清康
の間）に仕える
ことになります。

金地院崇伝像
（金地院蔵／京都市）

りんしょう じ

榊原氏菩提寺・林性寺（津市榊原町）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

２６ ２７



問題23
しょだい ちかうじ ゆ ぎょうそう

松平初代といわれる親氏は、時宗の遊行僧となっ
しょこく あんぎゃ

て諸国を行脚し、三河の山間部に入って松平家の
よう し

養子に入ったとされます。松平郷で力をつけ、知
みが らん せ だいみょう け

恵を磨き、戦国の乱世に大名家として登場してき
ます。原点の地、松平郷とは今のどの都市でしょ
うか？

⑴ 安城市 ⑵ 岡崎市
へきなん し

⑶ 豊田市 ⑷ 碧南市

解説 松平初代 親氏については様々な伝承が
あり、謎の多い存在です。一般的には豊田

市の松平郷に入り、在地領主であった松平太郎左衛
むこよう し つな おこ

門家の婿養子になって家康公に繋がる松平家を興し
たとされています。松平郷の

ごう

領主となった親氏は、松平（郷
しき やす

敷）城を築き、弟とされる泰
ちか

親と協力して「中山七名」と呼
さんちゅう

ばれる額田山中の領主たちを
従え、勢力を拡大して戦国大
名 松平氏の基礎を築きまし

ゆいしょがき

た。ただ、「松平氏由緒書」の
かいどく

記述から、実際には買得に
よって土地を獲得したとする
説もあります。

問題24

家康公先祖の松平氏 初代 親氏が名乗っていたと
ほうみょう

いう時宗の法名はなんでしょうか？
かん あ み ぜ あ み

⑴ 観阿弥 ⑵ 世阿弥
とく あ み

⑶ 天阿弥 ⑷ 徳阿弥

ありちか く ぼう

解説 親氏は父 有親と共に関東で鎌倉公方に
し

味方して敗れ（あるいは信濃国浪合村で斯
ば し つい ぶ

波氏の軍勢に敗れたとする説もある）、幕府の追捕
さ さ が み そうほんざんしょう

を避けるために父とともに相模国の時宗総本山清
じょうこう じ ゆ ぎょう じ

浄光寺（遊行寺）に入って出家、徳阿弥と称して諸
あんぎゃ

国を行脚しました。同じ時
宗の寺院である三河国大浜
へきなん し しょうみょう じ

（碧南市）の称名寺や矢作の
こうみょう じ

光明寺にその足跡が残され
ています。

松平親氏位牌（光明寺蔵／岡崎市）松平親氏像（豊田市松平町）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

２８ ２９



問題25
けい ふ げん じ

親氏は、徳川家の正式な系譜では、源氏のどの氏
しゅつ じ

族の出自になっているでしょうか？

⑴ 足利氏 ⑵ 佐々木氏
ど き し にっ た し

⑶ 土岐氏 ⑷ 新田氏

とうしょうぐう ご じっ き けい ず さんよう

解説 『東照宮御実紀』『系図纂要』には、親氏は
にっ た しょうとくがわ よしすえ

新田荘得川に居住し、得川を称した義季の
ちかすえ

子孫にあたり、得川親季の孫、有親の子とされてい
ばん な じ

ます。足利市にある「鑁阿寺系図」には、親氏の祖父
親季が新田義貞の孫にあたり、得川義季の子孫であ

せ ら た まさよし

る世良田政義の養子となって、世良田得川氏を継い
しる

だと記されています。いずれにしろ、徳川幕府の時
へんさん しん ぎ

代に編纂されたものであるためにその真偽が問われ
ていますが、家康公の祖父である清康も「世良田」姓
を名乗っていたことから、松平家に代々伝えられた
けい ふ

系譜とも考えら
れます。

問題26
つか か

松平初代 親氏のころから仕えていたと伝わる家
しんだんひっとう

臣団筆頭の家はどこでしょうか？

⑴ 安藤氏 ⑵ 井伊氏
⑶ 酒井氏 ⑷ 水野氏

解説 酒井氏の出自については、松平初代 親
氏と同様、いくつかの伝承があります。酒

井家の家譜によれば、もともと三河国碧海郡酒井郷
は ず ぐん

あるいは同国幡豆郡坂井郷の在地領主であったとさ
れていますが、松平氏由緒書によれば岡崎市北部（同
国額田郡）の在地領主であった様子が記されていま

ひろちか いきさつ

す。これは酒井家初代 広親誕生の経緯を記した内
容の違いがその原因となっています。ただ、酒井広

おい

親はいずれの説にしろ親氏の子または甥ということ
ふ だい

になり、最も古くからの同族の譜代家臣であること
に違いはない
でしょう。

酒井広親石宝塔（市文化財／岡崎市）世良田東照宮（群馬県太田市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

３０ ３１



問題27
のぶみつ お じ やすちか

松平三代 信光は、叔父の二代 泰親とともに、山
間部の松平郷から平野部の矢作川流域に進出し、
きょてん しろ

拠点となる城をつくりました。なんという城で
しょうか？

いわ づ じょう

⑴ 安城城 ⑵ 岩津城
うえ の じょう

⑶ 上野城 ⑷ 岡崎城

解説 松平三代 信光は松平氏西三河進出の
キーマンと考えてよいでしょう。応永２８年

（１４２１）、二代目で叔父にあたる泰親と共に三河国岩
津の中根大膳を討ち、本城となる岩津城とその周囲

とりで ど

に七つの砦を築きました。岩津城の本丸は南側に土
るい こ

塁を築いてその中央に虎
ぐち からぼり

口（出入口）を設け、空堀
ど ばし うま

に土橋を設けて南側の馬
だし くる わ

出（虎口の外側に曲輪を
築いて防御力を高めた
形）へと通じています。
本丸の北側にも平たく
けず

削った場所が残っており、
中世の古城として保存状
態も良好です。（市指定
史跡）

問題28

松平氏が三河で勢力を伸ばしてゆくことができた
むろまちばく ふ まんどころしつ じ

一つの理由に、三代 信光が室町幕府政所執事の
ひ かん か しん ろうにんいっ き ちんあつ

被官（家臣）となり、額田郡牢人一揆を鎮圧したこ
とがあります。信光が仕えた室町幕府政所執事と
は誰でしょうか？

い せ さだちか うえすぎのりまさ

⑴ 伊勢貞親 ⑵ 上杉憲政
かつもと やま な そうぜん

⑶ 細川勝元 ⑷ 山名宗全

解説 松平信光が勢力を伸ばすことができたの
は、幕府政所執事の伊勢貞親と主従関係に

あったからです。寛正６年（１４６５）に額田郡牢人（丸
おお ば お じり こうりき あし や ほうこうしゅう

山・大庭・尾尻・高力・芦谷などの奉公衆や足利一
とりで

族被官）が井ノ口砦（岡崎市）で起した一揆を伊勢氏
の命で鎮圧し、その所領を与えられました。さらに
応仁・文明の乱中には安城・岡崎の城も攻略し、領
地の拡大と共

しょ し

に一族庶子を
各地に分立、
松平氏発展の
基礎を固めた
のです。

井ノ口砦跡（井ノ口稲荷社／岡崎市）岩津城址土橋跡（市史跡／岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

３２ ３３



問題29
かんしょう

寛正6年（１４６５）、松平信光は三河守護から額田郡
牢人一揆の鎮圧を命じられて功をあげますが、こ
のとき松平氏とともに鎮圧を命じられた三河の領

おんしょう あつ み ぐん た はら

主で、恩賞で東三河の渥美郡田原の地を得て、渥
美半島進出のきっかけとなったのは誰だったで
しょうか？

ちゅうじょう し と だ し

⑴ 中条氏 ⑵ 戸田氏
ほん だ し みず の し

⑶ 本多氏 ⑷ 水野氏

解説 戸田氏も松平信光と同様、幕府政所執事
伊勢氏被官の在地領主であったとされてい

むねみつ えんせき

ます。当主であった戸田宗光は信光と縁戚関係も結
んでおり、額田郡牢人一揆の鎮圧では武功を挙げま
した。彼は文安年間（１４４４年～１４４９年）、代官を務め
る碧海郡上野（豊田市上郷）に上野城を築城したと伝
えられています。文明７年（１４７５）には三河国渥美郡
大津村に進出しまし
た。そして文明１１年
（１４７９）には一揆を起
こした一色氏を追っ
て田原に進出し、渥
美半島全域を支配す
けい き

る契機としました。

問題30
にしのごおりたけのや がま

信光は額田郡牢人一揆鎮圧の恩賞で西郡竹谷（蒲
ごおり し え もりいえ

郡市竹谷町）の地を得、長男の守家が入り竹谷松
そ か もん

平家の祖となります。その家紋は、なぜか新田氏
と同種で、これが現在の蒲郡市の市章となってい
ますがどれでしょうか？

ち ぎりもん

⑴ 丸に
一つ引き

⑵ 丸に
二つ引き

⑶ 千切紋 ⑷
ほうじゅ

宝珠を
つか りゅう

掴む龍の
つめ

三本爪

解説 信光の西三河支配の起点となったのは、
額田郡牢人一揆の鎮圧後に恩賞で得た地に

一族の庶子を分立させたことでした。居城であった
たけのや

岩津を除くと、最も早くに一族を置いたのは竹谷（蒲
郡市）です。次には形原、五井という順で、いずれ
も現在の蒲郡市域の海沿いの地に一族を配したこと
になります。竹谷松平氏は「丸に一つ引き」の家紋。
「愛知百科事典」には市章
について「徳川の親系、
蒲郡殿様松平家の家紋で
ある「丸に一の字」を図案
化した」と記録されてい
ます。田原城復元桜門（田原市） 竹谷松平氏大手門（蒲郡市博物館）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

３４ ３５



問題31
ちかただ ぼ だい じ

松平四代 親忠は、一族の菩提寺として大樹寺を
そうけん たいじゅ

創建しました。「大樹」とは、中国の言葉で何を意
味する言葉でしょうか？

はんえい こうてい

⑴ 一族の繁栄 ⑵ 皇帝
しょうぐん

⑶ 将軍 ⑷ 平和

解説 文明７年（１４７５）、安城松平家当主 親忠
く よう せい よ ぐ ていしょうにん

が戦死者を供養するため、勢誉愚底上人の
開山により大樹寺が創建されたと伝えられます。た
だし寺の開山式定によれば、
戦死者供養の内容はなく、松
平一族の菩提寺として創建さ
れたというのが正しいでしょ

せい い

う。「大樹」とは征夷大将軍の
から な

唐名（中国の官職名）であり、
松平氏から将軍が誕生するこ
とを祈願して、勢誉愚底によ
り命名されたと伝わるもので、
他には見られない寺名です。

問題32
せんしょう き がんじょ

四代 親忠の時代に、松平家の戦勝祈願所として
うじがみ

建立され、一族の氏神となった神社はどこでしょ
うか？

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 岩津天満宮
ろくしょ

⑶ 六所神社 ⑷ 若宮八幡宮

解説 伊賀八幡宮は、文明２年（１４７０）松平親忠
により一族の戦勝祈願所として創建されま

した。以後、松平家代々の信仰をうけ、家康公も慶
長１６年（１６１１）に社殿の造営を行ったことが現存する
むなふだ

「棟札」に示されています。現存する社殿は、寛永１１
年（１６３４）に三代将軍 家光が上洛する際、徳川家ゆ
かりの神社として改築を命じ、２年後に完成したも

ごう し

のです。その時に東照公を合祀しました。

勢誉愚底上人像
（大樹寺蔵／岡崎市） 伊賀八幡宮社殿（国重文／岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

３６ ３７



問題33
ながちか だい

松平五代 長親の時代に三河は駿河の今川氏の大
き ぼ しんにゅう かつやく

規模な侵入を受けます。長親らの活躍でなんとか
だい だ げき

追い返しますが、岩津松平家は大打撃を受けてい
ひき

ます。このとき、今川軍を率いていたのは誰だっ
たでしょうか？

い い なおひら もりとき ほうじょうそううん

⑴ 井伊直平 ⑵ 伊勢盛時（後の北条早雲）
うじちか たいげんせっさい

⑶ 今川氏親 ⑷ 太原雪斎

解説 永正３年（１５０６）、大軍で東三河を制した
今川軍は西三河に進攻し岩津城を攻め落と

て ぜい

します。松平五代 長親は自ら５００ばかりの手勢を率
いて安城城を出陣、１万余という今川の大軍に対し
井田野（岡崎市井田町周辺）で合戦に及びました。松

れっせい

平勢の決死の戦いぶりに今川方は劣勢に立たされ、
最後は今川軍を率いる大将 伊勢盛時の旗本勢まで

くず

打ち崩されました。一方、岩津松平家は衰退し、長
親の安城松平家が代わって
そう け

宗家になったものと考えら
れます。
※三河遠征軍を率いていた

しん

のは伊勢盛時ですが、侵
こう

攻を命じた今川の当主は
氏親であるため、⑶も正
解とします。

問題34
そう け ほんきょ

四代 親忠以来、松平宗家の本拠は安城城となり
きよやす せ

ますが、松平七代 清康が攻め落とし、岡崎に進
出する切っかけとなった城はどれでしょうか？

⑴ 井田城 ⑵ 岩津城
やまなかじょう

⑶ 西尾城 ⑷ 山中城

解説 松平七代 清康は永正８年（１５１１）、六代
のぶただ ちゃくなん

信忠の嫡男として生まれました。大永３年
いんきょ

（１５２３）に隠居した父に代わり１３歳で当主となります。
きよたか

当初は清孝と名乗っていました。翌年には山中城（岡
崎市）を攻撃して岡崎城主の西郷信貞を屈服させ、

あ すけじょう

さらには足助城の鈴木重政を攻めてこれを降伏させ
ました。大永７年（１５２７）、清康が信貞の居城であっ

そう

た明大寺の旧岡崎城に居城を移していた様子が「宗
ちょう き こう

長紀行」に記されています。そしてさらに３年後に
は現在地の岡崎
城に移転し、松
平宗家の拠点と
しました。

北条早雲像
（複製／小田原城博物館蔵） 三河山中城縄張り図（岡崎市）

解答… ⑵⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

３８ ３９



問題35
いち

松平七代 清康の岡崎城進出で功績をあげ、市の
ますとり けん り ちょうしゅう

「升取」の権利（商売の税金を徴収する権利）を与え
めんじょ しょこく

られると、税を免除して諸国から商人を集め、松
はか

平家の新しい城下町の発展を図った家臣は誰で
しょうか？

おおおかただかつ おお く ぼ ただしげ

⑴ 大岡忠勝 ⑵ 大久保忠茂
おくだいらさだかつ さいごうよりつぐ

⑶ 奥平貞勝 ⑷ 西郷頼嗣

解説 大久保忠茂は文明８年（１４７６）生まれ。松
平清康に仕えました。西郷信貞の拠点であ

る山中城を攻め落とす時に功を挙げ、清康が岡崎に
進出する道を開いたとされています。大久保氏は

うつのみや しょりゅう

元々は「宇都宮氏」を名乗る新田氏の庶流で、古くか
ら松平氏に仕えますが、この忠茂の時より大久保姓
に改めたと伝わります。忠茂は賞されて升取り（市
場の管理者）
に任じられ、
岡崎城下町
「開市」の立役
者となりまし
た。

問題36
も がい お しょう かいざん まさちか おおだん な

清康は、模外和尚を開山、酒井正親を大檀那とし
ぜ じ でら

て「是の字寺」と呼ばれる寺院を建立しましたが、
せき が はら う た のかみ け まえばしはんしゅ

関ヶ原の合戦後に酒井家（雅楽頭家）が前橋藩主に
なると「是の字寺」も前橋（群馬県前橋市）に新たに

れきだい れいびょう

建立されました。現在も歴代藩主の霊廟が並ぶこ
めいしょう

の寺院の正式名称はなんでしょうか？
こうざん じ しょうおう じ

⑴ 甲山寺 ⑵ 松應寺
じょうじゅいん りゅうかいいん

⑶ 浄珠院 ⑷ 龍海院

解説 享禄３年（１５３０）、２０歳の松平清康は左手
に「是の字」を握る夢を見ました。この意味

りゅうけいいん

を龍渓院（岡崎市桑原町）の模外和尚に問うと、「こ
れは吉兆、『是の字』を握るは天下をとることなり」
と答えたと伝わります。「是」を分解すると「日下人」
と読めると解釈したのです。喜んだ清康は模外のた
めに城下に龍海院を建立しました。後に前橋に移り
ますが、岡崎の寺
も復興されます。
岡崎の山号は「満
珠山」、前橋は「大
珠山」。いずれも
「是の字寺」です。

酒井家廟所（龍海院／群馬県前橋市）岡崎開市の地「連尺通り」（岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

４０ ４１



問題37
てんぶん もりやまくず

天文４年（１５３５年）、清康が「森山崩れ」で２５歳で急
のぶさだ せんきょ

死すると、叔父の松平信定が岡崎城を占拠し、１０
ちゃくなん ひろただ あ べ さだよし

歳の嫡男 広忠は阿部定吉とともに岡崎を脱出し
き かん たよ

ます。広忠が岡崎城へ帰還するために頼った大名
は誰だったでしょうか？

よしてる よしもと

⑴ 足利義輝 ⑵ 今川義元
けんしん お だ のぶひで

⑶ 上杉謙信 ⑷ 織田信秀

解説 天文４年（１５３５）松平清康が死去しますが、
その時、嫡子の広忠は１０歳の少年でした。

大叔父にあたる桜井松平信定は岡崎城に入り、強い
権限を持って広忠殺害を企てるようになったと伝え
られます。松平宗家嫡流の危機を悟った重臣の阿部
さだよし ともな

定吉は、広忠を伴って
岡崎城を脱出。伊勢国
かん べ かけづか

神戸、遠江国掛塚、駿
る ろ う

河国と流浪しました。
たいしゅ

この時、駿河の太守
今川義元が広忠の後ろ
だて ただとし

盾になり、大久保忠俊
をはじめとする「五人

くわだ こう そう

衆」の企ても功を奏し
き かん

て岡崎城に帰還できた
と伝えられます。

問題38
おうにん けん い しっつい

応仁の乱（１４６７）以後、足利将軍家の権威は失墜し、
げ こくじょう ふうちょう

家臣が主家に取って代わる「下剋上」の風潮が生ま
ちつじょ しゅうだつ く

れ、秩序なく土地の収奪が繰り返される時代とな
しんこう だいみょう

りました。この時代に生まれてきた新興の大名の
ことを何と呼ぶでしょうか？

きんせい

⑴ 近世大名 ⑵ 守護大名
せんごく ば さ ら

⑶ 戦国大名 ⑷ 婆沙羅大名

解説 足利将軍家のもとでは守護大名が正式に
けん

認めらえた大名でした。ところが将軍の権
い しっつい

威が失墜するようになると、各地で地頭や土豪たち
しゅうだつ

による土地の収奪が行われるようになり、一国を支
さいとうどうさん

配するような者まで現れます。美濃国の斎藤道三や
さ が み

相模国の北条早雲など
てんけい

はその典型であり、一
国支配の実力と先祖の
出自が源氏・平氏・藤

たちばな

原氏・橘氏のいずれか
じょにん

であれば朝廷から叙任
され、大名として認め
られるようになりまし
た。これらの新興大名
を特に戦国大名と呼ん
でいます。 斎藤道三像（常在寺蔵／岐阜市）今川義元木像（臨済寺蔵／静岡市）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

４２ ４３



問題39

家康公が誕生したとき、次の4人の中で、20歳を
超えていた最年長者は誰でしょうか？

のぶなが

⑴ 上杉謙信 ⑵ 織田信長
とよとみひでよし

⑶ 武田信玄 ⑷ 豊臣秀吉

解説 戦国時代後半から終盤にかけて活躍する
武将たちです。彼らと家康公の関係を知る

上でその年齢差を意識しておくことも大切なことで
す。家康公生誕の頃は乱世の真っ只中でありながら、

てん

優秀なリーダーたちが少しずつ安定した時代への転
かん こころ じょうせい

換を試みる、そんな機運が醸成されてきました。各
し だい とう た

地の武士や大名たちが次第に淘汰され、生き残りを
か

かけた駆け引きや合戦が行われていました。家康公
じ こ けんさん おこた

はそのような武将たちに囲まれ、自己研鑽を怠るこ
の

となく生き延びていくのです。

問題40

天文１１年（１５４２）１２月２６日、松平家九代目当主とな
とくがわいえやすこう よう す

る徳川家康公誕生。そのときの様子が描かれてい
とうしょうしゃえん ぎ え まき じゅうしん ひき

る「東照社縁起絵巻」の中で、重臣のひとりが蟇
め や ま よ

目の矢（魔除けの矢）を引き、もうひとりの重臣が
えながたな かか

胞刀を抱えています。このふたりの重臣とは誰と
誰でしょうか？

⑴ 阿部定吉と松平信定
きよかね

⑵ 石川清兼と酒井正親
ただたか

⑶ 大久保忠茂と本多忠高
とり い ただよし はやし しげみつ

⑷ 鳥居忠吉と林 忠満

えん ぎ

解説 東照社縁起絵巻は家光の時代に描かれた
ものですが、家康公の生涯が活き活きと描

さか

かれています。「生誕」の場面では、岡崎城二の丸坂
たにやしき め の と

谷邸で男の赤ちゃんを乳母から大切に受け取る父の
にょかん お だい かた

広忠、次の間で女官たちと過ごす母 於大の方など
えん ま よ

が描かれ、部屋の外の縁では、魔除けの儀式として
ひき め

蟇目の矢を放つ重臣の
えながたな

石川清兼、胞刀を大切
そうに抱える酒井正親
の姿が描かれます。こ
の二人が当時の松平宗
家を支える重臣であっ

うかが

たことが窺えます。 蟇目の矢実演（家康公生誕祭／岡崎市）武田信玄像（甲府市）

解答… ⑶ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

４４ ４５



問題41
のち

誕生した家康公には、松平家（安城松平家）、後に
ようみょう

は徳川将軍家の嫡男を示す幼名が付けられました。
何という名前でしょうか？

うしわか たけ ち よ

⑴ 牛若 ⑵ 竹千代
とらまつ りゅうおうまる

⑶ 寅松 ⑷ 龍王丸

せ

解説 松平宗家では、五代目の長親の時から世
し

子の幼名に「竹千代」と命名していたようで
す。家康公の父 広忠も、一般的に使われる「千松丸」
の他に竹千代と記される史料も存在します。また家
康公の長男 信康も竹千代でしたが、自決をしてし

あと つ

まいましたので、跡を継いだ三男の秀忠が幼名 竹
千代を名乗りました。徳川将軍家では家康公を含め
ると８名が幼名に竹千代を名乗っています。

問題42

天文１３年（１５４４）、松平家と同じく今川方だった
お だい じっ か みず の け ね がえ

母・於大の実家 水野家が織田方に寝返ったため、
なら り えん

戦国の倣いとはいえ、於大は離縁され、幼い家康
り べつ お わり はざ ま

公は母と離別します。尾張と駿府の狭間の三河の
えにし

水野・松平両家。その縁が家康公を生み、戦国を
しず きず もと

鎮め、江戸の泰平を築く基になったとすれば、日
えんぐみ

本最良の縁組であったともいえます。実家、水野
家は現在のどの都市にあったでしょうか？

かり や し

⑴ 蒲郡市 ⑵ 刈谷市
はん だ し

⑶ 名古屋市 ⑷ 半田市

解説 水野家は松平家と同じく織田氏の勢力と
はさ

今川氏の勢力に挟まれた地域を所領として
いました。それが現在の刈谷市域に当たります。於

ただまさ

大の方の父 水野忠政は独立を守り、織田氏や今川
じゅうぞく きら

氏に従属することを嫌っていました。岡崎の松平氏
こんいん

にとって婚姻関
係を結んでおく
ことは、西三河
に進出を強める
織田家をけん制
することになっ
たのでしょう。

刈谷城復元イメージ（刈谷市）竹千代石像（岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

４６ ４７



問題43
さい

家康公は、6歳から19歳までの少年期から青年期
にかけて人質に出されました。8歳から19歳まで

ひとじち す

は駿府の今川氏のもとで人質として過ごしました
が、6歳から8歳までは誰のもとで人質生活を
送ったのでしょうか？

⑴ 上杉氏 ⑵ 織田氏
⑶ 戸田氏 ⑷ 水野氏

解説 家康公が駿府に人質に出されたのは、織
田氏の西三河進出に対し今川義元の援軍を

得るためでした。６歳の時です。途中、田原の戸田
康光によって尾張に送られてしまいましたが、父

きょうじゅん き ぜん

広忠は恭順を求める織田方の使者に対し、毅然とし
た態度で断ったと伝えられます。この話を聞いた義
元は人質なしで援軍を送りますが、譜代の家臣たち

だっかん ふる

は家康公の奪還に向けて奮い立ちました。広忠のこ
のような姿勢が
松平家を救った
のだと評価され
ています。

問題44
げん

駿府での人質時代、幼い家康公の近くに住み、元
ぷく よういく

服するまで養育にあたった女性は誰でしょうか？
でんつういん お ひさ ずいねんいん

⑴ 於大（伝通院） ⑵ 於久（随念院）
げんおう に け よういん ね ね こうだいいん

⑶ 源応尼（華陽院） ⑷ 寧 （々高台院）

解説 源応尼はもともと刈谷の水野忠政の妻で
こ とつ

したが、松平清康に請われて岡崎城に嫁ぎ
ました。清康の死後は岡崎城を出て他家に嫁ぎます。

くわ

年齢については全くの不明で、詳しいことは分かっ
ていません。ただ、家康公の母 於大の方の実母で
あり、今川義元の要請で駿府の家康公の養育にあ
たったとも伝えられま

ち げんいん

す。智源院という寺で
読み書きを教え、家康
公の成長を見守りまし
た。家康公は後に智源
院を源応尼の法名であ
る華陽院と改め、丁重

ほうむ

に葬ったと伝えられま
す。

華陽院の墓（華陽院／静岡市）人質交換の地碑（笠寺観音／名古屋市）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

４８ ４９



問題45

家康公は駿府での人質時代に、今川家の重臣であ
たいげんせっさい じゅきょう

る太原雪斎から儒教や兵法の教育を受けていたと
て なら ま

も伝わります。家康公手習いの間が今も残る、雪
じゅう じ せいけん じ

斎が住持を務めた寺院は、清見寺とどこでしょう
か？

かんえい じ ほうぞう じ

⑴ 寛永寺 ⑵ 法蔵寺
りょうたん じ りんざい じ

⑶ 龍潭寺 ⑷ 臨済寺

解説 太原雪斎はもともと駿河の武将の子でし
い はら けん

たが（庵原氏）、幼いころから京都五山の建
にん じ

仁寺で修業を行い、臨済宗の僧として非常に優秀な
人材であったと伝えられます。今川家に請われて義
元の教育や政治や軍事の補佐を行ってきました。義
元は幼い家康公の学問の師としても雪斎を任じてお

うかが

り、家康公を大切に考えていた様子が窺えます。雪
じゅう じ

斎は今川家と関係の深い臨済寺の二代目住持であり、
ここで家康公の教
育にあたったと伝
えられ、その時の
「手習いの間」が復
元されています。

問題46
えいろく おけはざ ま

永禄3年（１５６０）、今川義元が織田信長と桶狭間で
と おおだかじょう とうちゃく

戦い無念の最期を遂げた際、大高城で義元の到着
たいきゃく

を待っていた家康公は岡崎のある場所まで退却し
ました。それはどこでしょうか？

しょうおう じ

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 松應寺
⑶ 大樹寺 ⑷ 法蔵寺

解説 大高城を脱した家康公は、岡崎城に入ろ
うとはしませんでした。城には今川方の将

あるじ

兵が残っていたからです。主が討たれたのに逃げ
さ

帰ったと非難されることを避けたのでしょうか。家
康公一行は菩提寺である大樹寺に逃げ込んだのでし
た。その時には３０名ほどの家臣しか従えていなかっ
たと伝えられます。数日を経て岡崎城から今川の兵

す ひろ

が退却したとの報を受け、「捨てた城なら拾おうで
はないか」と堂々と入場したと伝えられます（三河物
語）。

大樹寺三門（県重文／岡崎市）臨済寺（静岡市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

５０ ５１



問題47
たど

前問の場所まで辿り着いた家康公でしたが、追っ
ぼ ぜん かく ご

手に囲まれてしまい、先祖の墓前で自決の覚悟を
じゅうしょく とう よ しょうにん

します。その時、住職であった登誉上人より与
こと ば

えられ、平和思想の原点となった言葉は次のどれ
でしょう？

おん り え ど ごん ぐ じょう ど だいいちだいまんだいきち

⑴ 厭離穢土 欣求浄土 ⑵ 大一大万大吉
び ひ り ほうけんてん

⑶ 毘 ⑷ 非理法権天

解説 大樹寺に逃げ帰った家康公でしたが、織
田方の雑兵数百に囲まれてしまいました。

先祖の墓前で自決を決意した家康公に、登誉上人が
さと

生きて戦う意味を諭し与えた言葉が「厭離穢土、欣
けが

求浄土」です。戦乱の世に戦う意味は「穢れたこの世
いと よろ

を厭い離れ、欣こんで浄土の世界を求める」ためだ
げんしん あらわ おうじょうようしゅう

と諭したのです。これは源信の著した「往生要集」上
下巻の題名でもあるのですが、家康公は平和な社会
を実現する意思を
示す言葉としてこ

はたじるし

れを旗印とし、戦
の時は常に本陣に
かか

掲げたのです。

問題48
じ りつ は

家康公が岡崎城主として自立を果たそうとした時
に、もっとも大きな力となったのが尾張の織田信

どうめい

長との同盟です。この同盟が結ばれた場所といわ
れるのはどこでしょうか？

きよ す じょう

⑴ 岡崎城 ⑵ 清洲城
こ まきじょう

⑶ 小牧城 ⑷ 名古屋城

解説 織田信長との軍事同盟は信長の居城で
あった清洲城で行われました。これは信長

が家康公に敬意を表したからで、この時の様子を記
つか

した諸記録では、信長が家康公に気を遣っていた様
子が伝わってきます。清洲城下に入った家康公一行
を物珍しそうに見物していた織田の家臣に、先頭を

いっかつ

行く本多忠勝が「無礼である」と一喝した話。家臣た
ちは急いでひれ伏したと記されています。また家康

ご えい うえむらいえさだ

公の護衛をしていた植村家存が刀を持って書院に入
ろうとした際、織

とが

田の家臣から咎め
いっしゅう

られたのを一蹴し
いつ わ

たという逸話など
のこ

が遺されています。

清洲城発掘石垣（清須市）松平八代の墓（大樹寺／岡崎市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

５２ ５３



問題49

家康公と織田信長の間で結ばれた同盟は、どのよ
うな内容だったでしょうか？

したが

⑴ 織田信長に家康公が従う
⑵ 家康公に織田信長が従う
⑶ 対等の立場で互いに協力し合う

ふ か しんじょうやく

⑷ 2年間という期限付の不可侵条約

じゅう

解説 清洲同盟について、家康公が信長への従
ぞく たんらくてき

属を認めたものと考えるのは短絡的です。
同盟の内容は互いの主権を尊重するものであり、対
等な内容であったと考えられます。江戸時代の史料
によれば、（信長・家康の）どちらかが「天下の首将
となった時にはその
き か ぞく

麾下に属す」と明記
されたと伝わります
（武徳編年集成）。こ
の同盟は戦国の世で
は大変珍しく、信長
の死まで一度も破ら
れることはありませ
んでした。愛知から
さんえいけつ

三英傑が誕生したの
は、この同盟があっ
たからです。

問題50
か てい き き

家康公が三河を統一する過程で起きた危機「三河
いっこういっ き

一向一揆」において、一族が団結して家康公の味
かみ わ だ じょう わ ぼく

方をし、上和田城など最前線で活躍。和睦の際、
一族の長老の進言により、一揆方に味方した多く
の家臣が許されたことから、その後、三河武士の
鉄の結束が生まれたといわれます。江戸時代、大

ふ だい

名となるこの譜代の家はどこでしょうか？
なつ め け

⑴ 大久保家 ⑵ 夏目家
はち や け わたなべ け

⑶ 蜂屋家 ⑷ 渡辺家

解説 三河一向一揆では、一向宗門徒の家臣も
に ぶん

多く、家康公にとっては譜代家臣団が二分
み ま

するという大変な危機に見舞われたことになります。
ほっ け しゅう しんぽう

その譜代家臣団の中で、大久保一族は法華宗を信奉
する一族でした。したがって、家康公が浄土真宗か
らの改宗を命ずるまでもなく、家康側について戦っ

ただかつ

たのです。一族の中には大久保忠勝のように重傷を
お

負う者もあらわれ、
ただとし

長老の忠俊はこの一
揆を収めるよう家康
公に強く進言したと
記されます（三河物
語）。

大久保一族の菩提寺長福寺（岡崎市）織田信長像（清洲城址／清須市）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

５４ ５５



問題51
ほん だ

本多一族はもともと一向宗信者であり、三河一向
かいしゅう

一揆の時には改宗して家康方につきますが、改宗
せずに一揆方についた人物はだれでしょうか？

さく ざ え もんしげつぐ へいはちろうただかつ

⑴ 本多作左衛門重次 ⑵ 本多平八郎忠勝
ぶんごのかみひろたか さ どのかみまさのぶ

⑶ 本多豊後守広孝 ⑷ 本多佐渡守正信

解説 本多家の中でも、忠勝のように家康公の
側近として重用された武士は多いわけでは

ありませんでした。したがって、すべての一族の武
士が改宗したわけではありません。正信は本多一族

すじ

の中でも宗家筋といわれた家の当主でしたが、弟と
共に一揆側について戦いました。一説には、上野城
（豊田市上郷）に籠っ
て反家康の旗を挙げ

しょうげん

た酒井将監忠尚の与
力として戦ったとも
伝えられます。一揆
後は三河から逃亡し

ゆる

ますが、後に赦され
て帰参し、晩年は家

ふところがたな

康公の懐刀として活
躍しました。

問題52
おさ

一向一揆を収め、三河を統一した家康公は、朝廷
み かわのかみ

に正式に「三河守」を名乗ることを願い出て許され
たことを機会に、初めて「徳川」を名乗りましたが、
それは何歳の時でしょうか？

⑴19歳 ⑵25歳
⑶32歳 ⑷41歳

解説 家康公は東三河を平定し、全三河の支配
じゅ ご いの げ

権を確立した段階で朝廷に「従五位下三河
じょにん さいきょ

守」の叙任を裁許されました。この時、姓を先祖が
名乗っていた「徳川」に戻し、徳川三河守家康が誕生
したのです。家康公２５歳、大樹寺で自立を志してか
ら６年目のことでした。
ただしこの時は源姓で
はなく藤原姓で認めら
れています。名鉄東岡
崎駅前に建立される家
康公銅像は、この２５歳
の時をモチーフにして
います。

家康公像
（制作／神戸峰男 撮影／山崎兼慈）本多正信像（加賀本多博物館蔵）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

５６ ５７



問題53
とうざい はたがしら

東西三河を統一した家康公は、西三河の旗頭に石
いえなり かずまさ ただつぐ

川家成（後に数正）を、東三河の旗頭に酒井忠次を
みつぞなえ ぐんせい し きょじょう

置き三備の軍制を敷きました。酒井忠次が居城と
ととの

し、東三河の新たな三河武士団を整えた吉田城は
と し

今のどこの都市にあるでしょうか？
しんしろ し

⑴ 新城市 ⑵ 田原市
⑶ 豊川市 ⑷ 豊橋市

はんもつ

解説 この時、酒井忠次に与えた判物（身分の
上の者からの書状）が残されています。日

付を見ると、「吉田東三河一円」を忠次に任せるとい
はたがしら

うもので、忠次に「東三河旗頭」として吉田城を与え
ることが記してあります。この新たな軍制は、一向
一揆で家臣団が分裂したことを踏まえ、上からの命
令系統をより明確にしたものだと言えます。松平一
門衆も東西旗頭の下に置かれました。また家康公は
直属の配下とし

はたもとせん て やく

て旗本先手役を
置き、機動力を
持たせたのです。
本多忠勝や榊原
康政などが任じ
られました。

問題54
とお

三河一国を平定した家康公は、永禄１１年（１５６８）遠
とうみ め ざ

江に攻め入り勢力拡大を目指します。その際に
はままつじょう

入った城で、後に「浜松城」と名付けられることと
なった城はどれでしょうか？

い い のやじょう おさかべじょう

⑴ 井伊谷城 ⑵ 刑部城
しら す が じょう ひく ま じょう

⑶ 白須賀城 ⑷ 曳馬城

解説 遠江国に進出した家康公は、当初、居城
み つけじゅく いわ た し

の候補地として見付宿（磐田市）辺りを考え
ていたようですが、東西南北からの主要街道が交わ
る現在の浜松市中心部に居城を置くことを決めまし

いい

た。元々は曳馬城と呼ばれた城は遠江国の国人・飯
お

尾氏の居城でしたが、家康公はここに入ったのです。
ただ「曳馬」は「馬を引く」（退却する）という意味にも

えん ぎ

取れるということで、武将にとって縁起が良くない
のではと考え
「浜松」と改名
したと伝わり
ます。

曳馬城址（浜松東照宮／浜松市）吉田城址（豊橋市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

５８ ５９



問題55
げん き

元亀元年（１５７０）、浜松の地に入った頃、家康公は
おうみのくに

同盟者の織田信長の求めに応じて近江国に出兵、
あねがわ

姉川で戦い勝利します。このとき戦った相手は誰
だったでしょうか？

よしあき あざ い あさくら

⑴ 足利義昭 ⑵ 浅井・朝倉連合軍
さいとうたつおき み よしさんにんしゅう

⑶ 斎藤竜興 ⑷ 三好三人衆

えちぜん あさくらよしかげ

解説 元亀元年（１５７０）４月に越前の朝倉義景に
じょうらく

上洛要請をした信長は、それに応じない義
いち

景を攻めました。その時に妹・お市の方を嫁がせて
えんせき あざ い ながまさ

縁戚関係を結んでいた浅井長政が朝倉方についたた
きゅう ち おちいり かね が さき

め、大変な窮地に陥ります（金ヶ崎の戦い）。いった
ん岐阜に引き上げた信長は、６月に再び兵を起こし、
家康公にも援軍要請をして姉川まで進出、浅井氏を
攻めようとしました。そこで起きたのが浅井・朝倉
連合軍との戦い「姉川の合戦」です。この戦いの勝利
により、信長は
近江国支配を確
立します。

問題56

元亀3年（１５７２）、遠江に侵入を始めた武田軍の進
ていさつ おびただ

行具合を偵察しようとした家康公は、夥しい数の
そうぐう ひとことざか

武田兵と遭遇してしまい、「一言坂の戦い」が起こ
しんがり す

ります。そこで殿として活躍し、「家康に過ぎた
たた ぶ しょう

るもの」として称えられた武将は誰でしょうか？

⑴ 大久保忠世 ⑵ 酒井忠次
⑶ 鳥居元忠 ⑷ 本多忠勝

たん

解説 本多忠勝の有名な活躍譚ですね。三方ヶ
ぜんしょうせん

原の合戦の前哨戦ともいわれる戦いですが、
おそ

武田信玄の兵が家康本隊に襲い掛かろうとする危機
を救った話です。「家康に過ぎたるものが二つあり、
から かしら

唐の頭と本多平八」、天竜川を渡ってまんまと逃げ
うた

られたことを悔しがった武田の武将が謳ったものと
されています。江戸時代の軍記物には三河武士たち
の勇敢な活躍が
よく描かれます
が、この三方ヶ
原の戦いは戦国
最強を謳われた
武田信玄が相手
であり、特に逸
話が多く残され
ています。 一言坂古戦場碑（静岡県磐田市）姉川古戦場碑（滋賀県長浜市）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

６０ ６１



問題57
りょうない つう か かんげん

領内を通過しようとする武田信玄に、家臣の諫言
み かた が はら いど たいはい

も聞かず三方ヶ原で挑み大敗した家康公は、浜松
に いまし

城に逃げ帰った後、自分への戒めのため、そのと
しょうすい しょうぞう が

きの憔悴しきった自分の肖像画を描かせました。
ぞく

俗に、この絵をなんと呼ぶでしょうか？
ごんげんぞう

⑴ 権現像 ⑵ しかみ像
ね はんぞう れい む ぞう

⑶ 涅槃像 ⑷ 霊夢像

解説 この絵は正式には「三方ヶ原戦役画像」と
呼ばれています。家康公が三方ヶ原の合戦

において、家臣の進言に聞く耳を持たず、出陣を強
行した結果多くの忠義
の臣を失ってしまった

いまし

ことから、自分への戒
しか しょう

めのために顔を顰め憔
すい

悴した表情を描かせた
と伝わります。このこ
とから『しかみ像』とも
呼ばれていますが、そ
の実際については様々
な研究による説が存在
しています。

問題58
あっとうてき ほこ

「三方ヶ原の合戦」では、圧倒的な兵力と武力を誇
ろうじょうせん

る武田軍に対し、浜松城での籠城戦をすすめる家
わざわ

臣の諫言を聞かぬ無理な出陣が災いし、大敗しま
み がわ らくめい

す。この時に家康公の身代りとなって落命した家
臣は誰でしょうか？

ただすけ よしのぶ

⑴ 大久保忠佐 ⑵ 夏目吉信
はち や さだつぐ もりつな

⑶ 蜂屋貞次 ⑷ 渡辺守綱

むつぐり

解説 夏目吉信は六栗（幸田町）に知行地を持つ
武将で、夏目家は清康の頃からの譜代家臣

であったと伝わります。三河一向一揆の際には門徒
ゆる

側について家康公と戦い降伏しますが、最後は赦さ
れました。三方ヶ原の合

る

戦で、吉信は浜松城の留
す い

守居でしたが、敗色濃厚
な状況に家康公の救援に
向かいました。そして家
康公を城に向けて逃がす
と、自らが家康を名乗り
敵中で討ち死にしたので
す。浜松市では吉信の忠
義を顕彰しようと、大正

せいちゅう ひ

時代に「旌忠碑」が建立さ
れています。 夏目吉信旌忠碑（浜松市）しかみ像石像（岡崎公園）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

６２ ６３



問題59
ほう い

三方ヶ原の合戦で敗れた後、浜松城を包囲しよう
や しゅう いっ し むく

とする武田軍に鉄砲で夜襲をかけ、一矢報いて徳
川軍の強さを知らしめた武将は誰でしょうか？

⑴ 大久保忠世 ⑵ 酒井忠次
⑶ 鳥居元忠 ⑷ 本多忠勝

解説 浜松城に逃げ帰った家康公でしたが、武
さい

田軍は追撃を止め、浜松城から程近い「犀
が がけ

ヶ崖」付近に野営をしました。一矢を報い武田の兵
を退却させようと一計を案じた家康公は、崖に白い
布を張り、大久保忠世に命じて夜半に崖の向こう側
の武田軍の背後から鉄砲で夜襲をしかけたのです。
ろうばい

狼狽した兵たちは、布を大きな橋と見間違えて、人
馬もろとも谷底に転落しました。信玄は、「勝ちて
も怖き相手」と２０歳年下の家康を評したと伝えられ
ています。

問題60
てんしょう びょう

天正3年（１５７５）、三方ヶ原の合戦から3年後、病
ぼつ あと つ たけ だ かつより

没した信玄の跡を継いだ武田勝頼の大軍に包囲さ
ながしのじょう ぬ

れた長篠城を決死の覚悟で抜け出し、岡崎城まで
か うった

駆け抜けて家康公に城の危機を訴え、長篠城に戻
はりつけ ちゅうゆう し

る寸前で武田軍に捕まり、磔にされた忠勇の士は
誰でしょうか？

おちあい さ へい じ すがぬまさだみつ

⑴ 落合左平次 ⑵ 菅沼定盈
とり い す ね え もん はっとりはんぞう

⑶ 鳥居強右衛門 ⑷ 服部半蔵

解説 武田の大軍に囲まれた長篠城でしたが、
がんきょう

頑強に抵抗し、わずか五百余りの兵で一週
かんらく

間近くも陥落することはありませんでした。ところ
ひょうりょうぐら

が兵糧蔵を焼失し城の命
運も尽きるかと思われた
その時に、岡崎城まで65
㎞の山道を駆け、城の状
況を家康公に伝えたのが

かつあき

鳥居強右衛門勝商です。
強右衛門はもともと奥平
家の下級武士でしたが、
この死をも恐れない忠義

かんめい

が後世の人々に感銘を与
えたのです。

鳥居強右衛門磔死跡碑（新城市）犀ヶ崖古戦場（浜松市）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

６４ ６５



問題61
きゅうえん か

長篠城に救援に駆け付けた織田・徳川連合軍は、
いくさ

これまでの日本の戦の仕方を一変させるような新
き ば たい かいめつ

たな戦法で、武田の騎馬隊を壊滅させました。こ
ぶ

のとき、織田・徳川連合軍が新戦法に使用した武
き

器とは何だったしょうか？
おおづつ

⑴ 大筒 ⑵ 鉄砲
ながやり

⑶ 長槍 ⑷ 弓矢

びょう ぶ ば ぼうさく

解説 長篠合戦屏風を見ると、馬防柵の前後で
鉄砲を放つ武士たちの姿が描かれています。

信長は三千丁とも伝わる大量の鉄砲で、武田の騎馬
う くず

隊を撃ち崩しました。集団戦法の成果とされていま
とび が す とりで

すが、一方で酒井忠次が長篠城背後の鳶ヶ巣砦を奪
い取ったことから、武田兵の退路を断ち、壊滅状態
にまで追い込むことができたとも言われています。
屏風絵をよく見ると馬防柵の前で戦う武士たちも見

ただすけ

えます。大久保忠世・忠佐兄弟です。織田ではなく
徳川の戦いで
あるというこ
とを強調した
のです。

問題62
うたが

天正7年（１５７９）、武田氏への内通の疑いをかけら
のぶやす じ がい

れた家康公の長男 信康は自害をすることになり
せっぷく かいしゃく めい

ました。その際、切腹の介錯を命じられながら実
行できなかった武将は誰でしょうか？

いたくらかつしげ

⑴ 石川数正 ⑵ 板倉勝重
ひらいわちかよし

⑶ 服部半蔵 ⑷ 平岩親吉

解説 「三河物語」によれば、家康公の嫡男 信
ふたまた じ じん

康が遠江国二俣城で自刃に追いやられたと
まさなり

き、服部半蔵正成が実検使（首実験をする役目）とし
つか

て遣わされ、切腹の介錯を命じられました。しかし
半蔵は、「三代相恩の主に刃は向けられぬ」と言って
涙を流し、介錯をすることが出来なかったと伝えら

き

れます。家康公は、「さすがの鬼も主君の子は斬れ
ぬか」と半蔵をより一層評価したということです。
後に関東に移った際、半蔵は自分の菩提寺として西
念寺（新宿区）を開
きましたが、信康
の墓を建て菩提を
とむら

弔ったということ
です。

信康の墓（西念寺／新宿区）長篠合戦屏風（部分／犬山白帝文庫蔵）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

６６ ６７



問題63
めい

天正7年（１５７９）、家康公は織田信長の命により妻
と嫡男を亡くします。徳川家存続のために自ら命

ふたまたじょう

を絶った嫡男 信康のために、家康公は二俣城（浜
はか

松市）近くに立派な墓を建てました。それはどこ
でしょうか？

せいりゅう じ りょうたん じ

⑴ 清瀧寺 ⑵ 龍潭寺
せいらいいん てんりゅういん

⑶ 西来院 ⑷ 天竜院

てんまつ

解説 信康事件の顛末は、様々な説が飛び交い、
確かなことは分かっていません。近年では、

妻の徳姫による父 信長への訴状が原因で、信長の
怒りを買い切腹させられたという説は否定されつつ
あります。岡崎の信康と浜松の家康公の間で対立が

みつぞなえ

生じ、結局、切腹に追いやられたという説も、三備
の軍制の中に、信康の立ち位置がなかったことが家
臣団の二重支配を引き起こした原因として考えられ
ます。家康公は長

いた

男の死を悼み、二
俣城に近い清瀧寺
に立派な墓所を建

とむら

てて弔ったのです。

問題64
ほんのう じ へん あけ ち みつ

天正１０年（１５８２）、本能寺の変で織田信長が明智光
ひで う さかい たい

秀によって討たれた際、家康公は堺（大阪府）に滞
ざい きゅうきょ

在していましたが、事件の一報を受け急遽三河へ
い が ご いえただ

戻りました。いわゆる「伊賀越え」です。松平家忠
のこ

が遺した「家忠日記」によれば、「伊賀越え」に何日
か

掛かったのでしょうか？

⑴ 3日 ⑵ 7日
⑶10日 ⑷14日

解説 伊賀越えは「神君のご難儀」として捉えら
れ、徳川実記などでは７日間かかったこと

ふこうず いえただ

になっていますが、深溝松平家忠の「家忠日記」を見
る限り足掛け３日間で岡崎に戻っていることが分か
ります。本能寺の変が起きた時、家康公一行は堺に
とうりゅう

逗留していました。とは言え、一泊したのみで、慌
つ

ただしく帰路に就いたことも理由がよく分かってい
あらかじ

ません。予め危機
感を持っていたと
すれば、伊賀越え
も周到な準備の中
で決行されたとい
うことになるので
しょうか。

お とぎ

御斎峠（伊賀上野市）信康廟（清瀧寺／浜松市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

６８ ６９



問題65
は しばひでよし しば

明智光秀を討ち、発言権を強めた羽柴秀吉は、柴
た かついえ しず が たけ やぶ

田勝家を賤ヶ岳の戦いで破ると、信長の後継者と
さら

しての地位を更に固めて行きました。家康公はこ
れに危機感を持ち、信長の二男からの協力要請を

こ まき なが く て

受けて、小牧・長久手の合戦が起こります。家康
公が協力支援した信長の二男の名前は何でしょう
か？

のぶかつ のぶかね

⑴ 織田信雄 ⑵ 織田信包
のぶたか ひでのぶ

⑶ 織田信孝 ⑷ 織田秀信

しょ し

解説 織田信長には庶子（正室以外の女性から
生まれた子）を含めて１２名の男子がいたと

伝わります。長男の信忠は父と共に本能寺の変に伴
い、二条御所で死去してしまい

あと つ

ました。跡継ぎを巡って二男の
かくしつ

信雄、三男の信孝の間で確執が
生じ、羽柴秀吉の謀略もあって
信孝は死去します。自分の身に
危険を感じた信雄は、家康公と
結び秀吉に対抗しますが、小
牧・長久手合戦の際に秀吉と単
独で講和を結んだため、戦の大

てったい

義を失った家康公は兵を撤退し
たのです。

問題66
てん か びと

天正１４年（１５８６）、天下人となった豊臣秀吉の妹・
けいしつ しんじゅう

朝日姫を継室に迎え、秀吉に臣従した家康公は、
ほんきょ

この年、本拠を浜松城から移します。家康公の新
たな本城となったのはどこでしょうか？

かけがわじょう

⑴ 掛川城 ⑵ 駿府城
ふし み じょう

⑶ 二条城 ⑷ 伏見城

とよとみ

解説 豊臣秀吉に臣従した家康公は、新たな五
ヶ国（三河・遠江・駿河・甲斐・信濃）の領

国経営に全力で取り組みます。そのために最前線と
なる地は、浜松ではなく駿府だと考えたのでしょう。
居城を駿府城に移し、北条氏との交渉や五ヶ国の総
検地などを実行していきました。家康公は支配地を
広げていく時には、常にその最前線に身を置いてい
たことが分かります。

織田信雄像
（総見院蔵／京都市） 駿府城巽櫓（復元／静岡市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

７０ ７１



問題67
か い しな の

本能寺の変の後、甲斐・信濃を領国とする五ヶ国
大名となった家康公は、領民たちに対するきめ細

ごうそん しょうあく と

かい政策によって、郷村の掌握を成し遂げて行き
けん ち

ますが、このために行った検地をなんというで
しょうか？

ご か こくそうけん ち さんしゅうしき

⑴ 五ヶ国総検地 ⑵ 三州式検地
たいこう な うけにん

⑶ 太閤検地 ⑷ 名請人検地

解説 検地そのものは全国の大名たちが古くか
ら行ってきたことなのですが、秀吉の時代
ねん ぐ かんだかせい

になり、年貢高をこれまでの貫高制（銭に換算して
こくだかせい

徴収する制度）から石高制に変えました。貫高が慣
例に基づいた不正確なものだったからです。家康公

さだめがき

はさらに詳細な検地を行い、「七か条の定書」によっ
て耕作者たちの実情に合わせた年貢率を決めるよう

しゅうだつ

にしたのです。これにより農民たちへの無理な収奪
はなくなり、郷村は安定していきました。これを「五
ヶ国総検地」と呼んで
います。

問題68
せ ほうじょう し めつぼう

天正１８年（１５９０）、小田原攻めによる北条氏の滅亡
ご かんとう い ほう

後、豊臣秀吉により関東移封を命ぜられた家康公。
家康公が初めて江戸城に入った日を祝して、江戸

はっさく ばく ふ

時代、「八朔」と呼ばれる幕府の式典が毎年開かれ
ましたが、それはいつでしょうか？

⑴ 8月1日 ⑵ 8月3日
⑶ 8月19日 ⑷ 8月31日

解説 秀吉の命で家康公が関東に移され、江戸
城に入った日が天正１８年（１５９０）８月１日で

あったことから、「八朔」を祝うようになったと伝え
ついたち

られます。八朔というのは八月朔日、八月の初めの
し ちゅう

日という意味です。江戸市中では平和になったこと
をお祝いする祭りとして「八朔の祭り」が続けられ、

かたびら

大名・旗本などが白帷子で登城し将軍家に祝辞を述
しろ む く

べたり、また、吉原では、遊女たちが白無垢の小袖
を着て祝ったと伝
わります。

新吉原仲之町八朔図（江戸名所図会）七ヶ条定書「福徳」朱印（磐田市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

７２ ７３



問題69

関東移封により三河武士も関東一円に配置され、
あらたな国づくりを始めました。その中で特に、

まち わ じんりょく しん

江戸の町割りやインフラ整備に尽力し、現在の新
じゅく ゆ らい

宿の地名の由来にもなった人物は誰でしょうか？
あおやまただなり こうりききよなが

⑴ 青山忠成 ⑵ 高力清長
ないとうきよなり

⑶ 内藤清成 ⑷ 本多正信

ふ しん

解説 家康公は江戸の地に入った際、城の普請
より町づくりを優先させ、内藤清成や青山

ぶ ぎょう

忠成を江戸町奉行に任じて町割りなどを命じます。
よつ や よ よ

内藤清成は市中検分の際、家康公より四谷から代々
ぎ

木村にかけての広大な屋敷地を与えられました。こ
の土地は後に新しい宿場開設のため利用されました
が（内藤新宿）、明治維新まで内藤家の江戸藩邸とし

ぎょえん

て使用されます（現在の新宿御苑周辺）。清成は関東
総奉行・江戸町奉行・老中などを歴任、青山忠成と
共に、幕府初期の
治世を支えました。

問題70
ともな よう ち

家康公は関東移封に伴い、関東の要地に重臣を配
ま ちが

置しました。組み合わせとして間違っているもの
はどれでしょうか？

こうづけのくにみの わ

⑴ 井伊直政 ― 上野国箕輪
しもうさのくに

⑵ 大久保忠世 ― 下総国矢作
たてばやし

⑶ 榊原康政 ― 上野国館林
おお た き

⑷ 本多忠勝 ― 下総国大多喜

こうろく

解説 関東移封時の大名配置では、高禄の重臣
ようしょう しょうろく

は関東に入る街道の要衝に、小禄の大名や
旗本は江戸城に近い地に配置して江戸を守らせまし
た。東海道の関東入り口にあたる小田原には大久保
忠世を４万石で配し、箱根を守らせました。また江

せん ざ

戸との交通の要所であり、香取神宮の遷座する下総
矢作にはやはり４万石で鳥居元忠を配しています。

小田原城復興天守（小田原市）内藤新宿復元模型（新宿歴史博物館蔵）

解答… ⑶ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

７４ ７５



問題71
む ちつじょ く

家康公は、戦乱の無秩序な時代を繰り返さないた
めに新しい武士の姿が必要と考え、学問を重視し

ちょうせんしゅっぺい きょうこう

ました。特に秀吉が朝鮮出兵を強行している間
せい ぎ

に学んだとされる、人の道の正義を強く求める学
問とは何でしょうか？

こ ぶん じ がく しゅ し がく

⑴ 古文辞学 ⑵ 朱子学
ようめいがく らんがく

⑶ 陽明学 ⑷ 蘭学

へんさん

解説 江戸末期に編纂された「家康公教訓録」の
まさなりおぼえがき

中の「井上正就覚書」に次のような一節があ
しんずい とくえき

ります。「武道の神髄は得易すからず…武道の要は
無道を討つにあり、善を正し、悪を滅し、民を恵み、

あざむ おご よく

人を欺かず、食を奢らず、慾を求めず、治国なりと
みだ とが

て漫りに咎なき他国を討
いくさ いど

ち、戦を挑むは、無用の
ことなり

事也」―武士は損得で動
くのではなく、非道なる
もの討つこと。自分をき
ちんと治めることが大切
であると述べています。
これは朱子学の哲学でも
あり、新しい武士の姿と
して求められた内容です。

問題72
けいちょう

秀吉が死去して2年後の慶長5年（１６００）、豊臣政
たいろうひっとう はいじょ かげかつ

権の大老筆頭の家康公を排除しようと、上杉景勝
せいばつ あい づ しゅっぺい

らと手を組み、家康公の上杉征伐（会津出兵）に合
ぶ りょくほう き

わせ武力蜂起した部将は誰でしょうか？
いし だ みつなり か とうきよまさ

⑴ 石田三成 ⑵ 加藤清正
ふくしままさのり まえ だ としなが

⑶ 福島正則 ⑷ 前田利長

せき が はら

解説 天下分け目の合戦と知られる「関ヶ原の
合戦」は、豊臣政権内の徳川排除の動きか

ら起きたものです。朝鮮出兵後の豊臣家臣たちの内
部分裂が起き、加藤清正や福島正則らを中心とする
ぶ だん は り りょう は

武断派家臣と、石田三成を中心とする吏僚派家臣の
対立が激化します。
家康公は武断派の武
将たちから頼られ、
関ヶ原の合戦の構図
が出来上がりました。
五名いた大老の内、
上杉景勝を始めとし

くみ

て全員が石田方に与
し、家康公が排除さ
れようとしたのです。

石田三成像（龍潭寺／滋賀県彦根市）
ふじわらせい か

藤原惺窩像（兵庫県三木市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

７６ ７７



問題73
こ しょう

駿府での人質時代より家康公に小姓として仕えて
苦楽を共にし、関ヶ原の戦い直前に伏見城を守り
戦死した三河武士は誰でしょうか？

⑴ 石川数正 ⑵ 酒井忠次
⑶ 鳥居元忠 ⑷ 平岩親吉

かがみ

解説 「三河武士の鑑」と称された鳥居元忠は、
家康公より３歳年長でしたが、人質時代は

年齢の近い側近として共に学んだ主従関係でした。
ただよし ふたごころ

元忠は父の忠吉から「二心を持たない」忠義心を学び、
そば

家康公の傍を離れることなく苦楽を共にします。関
わず

ヶ原の前哨戦でもある伏見城の攻防では、僅かな城
兵で数万の西軍を相手に、最後まで戦い抜いて討ち

と

死にを遂げました。元忠の死は東軍の諸将にも伝わ
ふる

り、皆が奮い立ったといいます。

問題74

慶長5年（１６００）の関ヶ原の合戦は、会津の上杉征
ひょうじょう

伐に向かう途中で開かれた「〇〇評定（会議）」で
家康公に味方した豊臣大名を中心に展開します。

とち ぎ

この評定が行われたのは、現在の栃木県のどの都
市でしょうか？

う つのみや し

⑴ 足利市 ⑵ 宇都宮市
お やま し にっこう し

⑶ 小山市 ⑷ 日光市

解説 この評定が行われた小山市は、「徳川幕
みちすじ

府三百年の道筋を付けた開運の地」として、
この歴史的なできごとを顕彰しています。会津の上
杉討伐を目前にして、伏見での西軍挙兵の報を受け
た家康公は、特に豊臣系の武将たちを集め、徳川方
くみ

に与するか、石田方に与するか自由に選択をさせま
した。彼らの妻たちが大坂城に人質として捕らえら
れていたからです。福島正則を中心とする武将たち
のほとんどが徳川
に味方することを
決意、ここで反転
して西に向かうこ
とになるのです。

小山評定跡碑（栃木県小山市）
み ぶ

鳥居元忠所用兜（精忠神社蔵／栃木県壬生町）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題75

豊臣大名を出し抜き、井伊直政とともに関ヶ原の
合戦の口火を切った家康公の息子は誰でしょう
か？

ゆう き ひでやす

⑴ 長男 岡崎信康 ⑵ 二男 結城秀康
ひでただ ただよし

⑶ 三男 徳川秀忠 ⑷ 四男 松平忠吉

解説 関ヶ原の合戦は豊臣方の武将たちによる
戦いの様相を呈しました。西軍の実質的な

きら

現場指揮は石田三成が担っていました。三成を嫌う
福島正則は最前線に陣を構え、自らが一番槍をと意
気込んでいましたが、家康公の四男 忠吉の義父で
もある井伊直政は、忠吉を伴い福島隊の前面に出ま

い とき

す。そこで最初の鉄砲を射かけると鬨の声を挙げて
攻め込んだと伝わります。功を狙っていた福島正則
は怒りますが、戦後の評定では徳川が口火を切った

もく

ことに喜ぶ家康公を前に黙していたと伝わります。

問題76

関ヶ原合戦に勝利した家康公は、松平一門や譜代
の家臣たちを、領地の関東だけでなく他の地域に
も配置しました。彼らは主にどの地域に配置され
たのでしょうか？

えんかく ち

⑴ 遠隔地の東北や九州地域
⑵ 関東から東海にかけての中央地域
⑶ 大坂城周辺の関西地域
⑷ 東北から九州までの全国各地

解説 関ヶ原合戦後の大名仕置き（賞罰）では、
井伊直政を中心にして本多忠勝、榊原康政

がその知行地を決定したと伝わります。関ヶ原合戦
と ざま えんかく ち

から徳川に与した武将たちは「外様」として遠隔地に
置かれ、それ以前から家臣
となっていた「譜代」は、江
戸を中心として主に関東、
東海地域の近接地に置かれ
ました。遠隔地の外様には

あ

高禄を宛て、関ヶ原の合戦
で主を失った浪人たちの再
雇用を促したのです。松平
一門衆や譜代衆たちは江戸
を守ることを優先させたと
考えられます。 開国の元勲井伊直政像（彦根市）忠吉病平癒祈願冨部神社（国重文／名古屋市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題77
し さく

家康公が江戸に幕府を開くまでに多くの施策が実
ま ちが

行されましたが、次の中で間違っているものはど
れでしょうか？

てん ま せい

⑴ 流通の重要性を考え、伝馬制を取り入れた
かいどう

街道の整備を行った。
か へい つう か

⑵ 金銀の貨幣をしっかりと定め、通貨の安定を
図った。

しょ し だい

⑶ 京都所司代に板倉勝重を置き、朝廷とのパイ
にな

プ役を担わせた。
しょみん ご らくていきょう かっぱんいんさつ しゅっ

⑷ 庶民への娯楽提供のため、活版印刷による出
ぱん じ ぎょう

版事業を始めた。

てんかん

解説 家康公による「戦国からの転換」は経済・
流通政策から始まったと考えられます。五

街道の整備を始め、宿駅伝馬制度の確立、金や銀を
ちゅうぞう

使った国産通貨の鋳造などです。一方で、武士たち
さんようげんきつ

に対する教育の一環として、三要元佶を開基とした
伏見の圓光寺で、日本
における初期の活字本
の一つである「伏見版」
の印刷出版事業が行わ
れました。元佶は足利
学校（足利市）の校長
だった人物です。

問題78
せい い たいしょうぐん

慶長8年（１６０３）、家康公は征夷大将軍に任じられ
江戸幕府を開きました。家康公は、秀忠に念願の

いえみつ けんあん ちょうせんこく

男子が誕生し（後の家光）、懸案であった朝鮮国と
ゆず

の国交が回復すると、将軍職を秀忠に譲ります。
家康公が将軍だった期間はおよそどれだけだった
でしょうか？

⑴ 半年間 ⑵ 2年間
⑶ 5年間 ⑷12年間

解説 中国の歴史書『明史』の第２０８項『朝鮮』の
記述に「秀吉死我軍尽撤、欲與倭通款…」と

みん てったい

記されています。秀吉の死後わが軍（明軍）が撤退す
ると、朝鮮国は日本国との通商を欲した、という意
味です。家康公も朝鮮国と
の国交回復を強く望んでい
ました。慶長９年（１６０４）、

しょううん

朝鮮国は僧の松雲大師を日
本に送り、徳川家康・秀忠

すみ

父子と伏見で会見、速やか
な修好回復を希望したと伝
わります。翌年、家康公は
将軍職を秀忠に譲り、自ら

いち

は大御所となって政治の一
よく にな

翼を担うことになりました。 松雲大師像（韓国）木活字（圓光寺蔵／京都市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

８２ ８３



問題79

慶長１２年（１６０７）駿府城に移った家康公は、平和国
い じ

家を維持させるため、外交から民政までの幅広い
いくさ

専門家を集め、265年の長きにわたり戦のない江
いしずえ

戸時代の礎になる政治を実施しました。なんとい
われる政治でしょうか？

いんせい おお ご しょせい じ

⑴ 院政 ⑵ 大御所政治
しっけん せっかん

⑶ 執権政治 ⑷ 摂関政治

解説 江戸城の将軍 秀忠は主に譜代大名と関
さいごく

東地域の支配を、西国大名に対しては駿府
城の大御所 家康がその役割を担当しました。家康
公は京都所司代の板倉勝重に朝廷との交渉役を、本

まさずみ なが

多正純に政策立案を行わせました。また大久保長
やす まさなり なおつぐ むらこしなおよし

安・成瀬正成・安藤直次・村越直吉を奉行衆として、
こん ち いんすうでん なんこうぼうてんかい

金地院崇伝と南光坊天海に
はやし ら ざん

寺社関係、儒者 林羅山を
教育関係に登用しました。
外国人のウィリアム・アダ
ムズやヤン・ヨーステンを
外交顧問とし、ブレーンと
して大御所政治に活用した
のです。

問題80
じん

家康公は、最後の戦いである「大坂夏の陣」を終結
き はん ぶ け しょ

させると、これからの武士の規範として「武家諸
はっ と ぜんせい

法度」を制定します。それは「領民への善政」を目
的とし、新しい平和な時代の武士のあり方を示し
たものでした。次の一文は、どのような意味でしょ
うか。

ぶん ぶ きゅう ば みち もっぱ あいたしな こと

一．文武弓馬ノ道、専ラ相嗜ムベキ事

⑴ 文武を両立せよ
きゅうじゅつ ば じゅつ みが

⑵ 弓術や馬術を磨いて武力を強化せよ
せんねん

⑶ 学問か武術、どちらかに専念せよ
⑷ これからの武士には弓術や武術は不要だ

解説 良く知られる武家諸法度で最も大切な部
分は、新しい時代の武士のあり方を示した

ぼうとう ぶん ぶ りょうりつ

冒頭の部分でしょう。「文武両立」というのはこの時
に初めて生まれた概念で、現在でもスポーツ選手な

ひい

どに当てはめて使われる言葉です。武芸だけが秀で
た武士というのではなく、
民の暮らしのために役立
つ武士に、という内容も
出てきます。江戸平和社
会の根底にあった武士の
世の政治哲学です。

武家諸法度（国重文／京都金地院蔵）板倉勝重像（長圓寺蔵／西尾市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

８４ ８５



問題81
まつ とうしょうぐう

家康公を祀る日光東照宮の大造営を終えた三代将
いえみつ

軍 家光は、先祖の地である岡崎にも東照宮を造
けいだい

営しました。東照宮は源氏ゆかりの寺社の境内に
造営されましたが、なんという寺社でしょうか？

⑴ 大樹寺 ⑵ 瀧山寺
たつ き

⑶ 龍城神社 ⑷ 天恩寺

解説 日光東照宮を造営したのが、将軍 家光
のブレーンでもあった天海僧正です。天海

かんえい じ ちんぜい

は江戸上野に天台宗の寛永寺を創建し、浄土宗鎮西
は ぞうじょう じ ぼ しょ

派の増上寺と共に将軍の墓所としました。家光から
岡崎の地に東照宮建立を命じられた際、東照宮は寛
永寺と関係の深い天台宗の瀧山寺に、家康公を始め

い はい み たま や

とする将軍の位牌は浄土宗鎮西派の大樹寺に御霊屋
を建立して安置するように決定したと伝わります。
いずれにしろ家康公生誕の地 岡崎が重要視された
ことが窺えます。

問題82
い な ただつぐ

江戸前期、主に関東で活躍した伊奈忠次は三河出
身の武士です。出身地はどこでしょうか？

⑴ 小島城……西尾市 ⑵ 竹谷城……蒲郡市
⑶ 中島城……岡崎市 ⑷ 野田城……新城市

お じまじょう

解説 小島城はもともと荒川氏の支城だったと
伝えられますが、家康公が西三河に支配権

を広げるころには伊奈忠次の父が城主となっていま
した。忠次は父の跡を継いで城主となりましたが、

む さし

天正１８年（１５９０）、家康公の関東移封に伴い武蔵国へ
移住したため、小島城は廃城となりました。現在は

ふるかわ ぶん き

矢作川と矢作古川の分岐する地点、西尾市小島町に
城跡が定められています。古くから矢作川がよく氾

ち

濫する地であったようで、領主でもあった忠次は治
すい

水や土地、新田の開発を行っていたのでしょう。

小島城跡（城山稲荷碑／西尾市）瀧山東照宮（国重文／岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題83

伊奈忠次の業績として正しいのはどれでしょうか？
にら

⑴ 小田原の北条攻めでは先陣を切り、支城の韮
やまじょう

山城を攻略する活躍をした。
と ざま

⑵ 関東や東北の外様大名の検地を行い、各大名
こくだか

の実際の石高を調査した。
と ね がわ ち すい

⑶ 利根川や荒川の流路を変えるなど多くの治水、
しんでんかいはつ

新田開発事業を行った。
だいかんがしら

⑷ 関東の代官頭として江戸城や日光東照宮の造
し き

営を指揮した。

だいかんがしら

解説 伊奈忠次は関東の代官頭として各地の検
地、新田開発、河川改修を実行します。特

つけ か

に、利根川や荒川の流路を変える付替え工事や検地
ち ぎょうわり

による家臣たちの知行割など、家康公の関東支配を
強力に推し進めました。このことは後に江戸幕府の
財政的な基盤の確立に大きな
影響を与えます。関東の各地

び ぜんきょ ぼり

には「備前渠」「備前堀」「備前
づつみ

堤」など「備前」という官職名
を使った名が残されています。

び ぜんのかみ

伊奈備前守忠次による土地改
良であることが、多くの人々

けんしょう

から顕彰されているのです。

問題84
こうきょ きょう ほ がんねん

家康公が薨去して１００年後の享保元年（１７１６）、八
よしむね ぶ ぎょう

代将軍 吉宗のもとで江戸町奉行として活躍した
おおおかただすけ

のが大岡忠相です。彼の業績として、次のなかで
正しくないものはどれでしょうか？

さいばん き ろく せいだん へんさん

⑴ 裁判記録の「大岡政談」を編纂・発行した。
しょみん うった め やすばこ

⑵ 庶民の訴えを聞く「目安箱」を設置した。
まち ひ けし

⑶ 防火体制を強化するため「町火消組合」を創設
した。
ひんみんきゅうさい ようじょうしょ

⑷ 貧民救済のため「小石川養生所」を設置した。

解説 大岡忠相が有名になったのは映画やドラ
よ

マに拠るところが大きいですが、あの名奉
行ぶりは江戸末期に創作された「大岡政談」がもとに

ばってき

なっています。忠相は吉宗に江戸町奉行として抜擢
たずさ

され、都市政策、司法に携
わり、「目安箱」の取り扱い
を定めたりしました。後に
く じ かた お さだめがき こう

「公事方御定書」（役人の行
どう き はん へん

動規範や裁判の判例）の編
さん

纂に携わる一方で、江戸の
防火体制を強化するため
「町火消」を創設したり、貧
病人のために小石川養生所
を設置したりしました。 大岡忠相像（「大岡政談」より）備前掘の伊奈忠次像（水戸市）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

８８ ８９



問題85
にしおおひらはん

名奉行 大岡忠相を藩祖とする西大平藩は岡崎市
じん や

に陣屋を置きましたが、大岡家は関東移封の際、
さ が み ち ぎょう ち

相模（神奈川県）に知行地を与えられており、忠相
れきだい

はじめ歴代藩主の墓は、相模の浄見寺にあります。
ていけい

岡崎市と「ゆかりの町」提携をしているこの相模の
地は現在のどの都市でしょうか？

お だ わら し かまくら し

⑴ 小田原市 ⑵ 鎌倉市
ち が さき し ふじさわ し

⑶ 茅ヶ崎市 ⑷ 藤沢市

解説 岡崎市には「西大平陣屋（大岡陣屋）」が置
かれていましたが、陣屋とは江戸時代の大

名領（藩）の藩庁が置かれた役所を意味しています。
特に領国と城を持たない江戸詰めの小禄大名や旗本
たちは、知行地が各地に分散しており、それぞれの
知行地ごとに陣屋を設置したのです。大岡氏はもと
もと茅ヶ崎が知行地でしたが、忠相の活躍を受けて、
三河の地に４０００石
を加増され西大平
藩1万石の大名と
なりました。この
縁が現在の「ゆか
りの地」としての
縁になっています。

問題86
ばくまつ ぶんきゅう わかどしより おく

幕末の文久3年（１８６３）、若年寄に出世した三河奥
とのはん のりかた お ぎゅう ゆずる しなののくに

殿藩主 松平乗謨（後の大給 恒）は、藩庁を信濃国
た の くち はこだて ご りょうかく ようさい

田野口に移し、函館五稜郭とならぶ星形要塞の竜
岡城を築城しました。岡崎市と「ゆかりの町」提携
をしているこの田野口藩は現在のどの都市でしょ
うか？

いい だ し

⑴ 飯田市 ⑵ 上田市
さ く し

⑶ 佐久市 ⑷ 松本市

解説 幕府の大番頭から若年寄に出世した松平
乗謨は、藩庁を奥殿から信濃国田野口に移

しました。今の長野県佐久市です。若い時から望ん
でいた城の建設が、奥殿では手狭で不可能だったか
らというのが最大の理由として挙げられています。
領民たちは藩庁替えに反対しましたが、国家老 海保
保典の必死の説得もあり納得したと伝えられます。

さっそく

田野口に移った乗謨は、早速、幕府の許可を得て、
大砲での戦い
を想定した西
欧式星型要塞
の竜岡城を築
城したのです。

竜岡城の稜堡部（長野県佐久市）大岡家墓所（浄見寺／茅ヶ崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

９０ ９１



問題87
せきじゅう じ しゃ

明治になり、大給 恒は日本赤十字社の前身とな
はくあいしゃ けい き

る博愛社を創設しますが、その契機となった不平
だい き ぼ

士族の大規模な反乱をなんというでしょうか？
あい づ せいなん

⑴ 会津戦争 ⑵ 西南戦争
にっしん ぼ しん

⑶ 日清戦争 ⑷ 戊辰戦争

解説 明治１０年（１８７７）に現在の熊本・宮崎・大
さいごうたかもり めいしゅ

分・鹿児島県で、西郷隆盛を盟主にして起
こった士族による武力反乱が西南戦争です。近代化

はいとうれい きんろくこうさい

を進める明治政府は前年に廃刀令、金禄公債証書発
ちつろくしょぶん

行条例（秩禄処分）を発布しました。この２つは旧武
士階級の特権を奪うもので、士族の間に不満が広が

ばくはつ

りそれが爆発したのです。九州地方や山口県で広
がったのは、討幕を進めた張本人たちだったからで

さ なか

しょう。この戦いの最中、博愛社を設立し、敵味方
の区別なく傷兵を救ったのが、旧幕府の陸軍総裁で
あり、三河譜代

まつえい

の末裔であった
ことを再認識し
たいものです。

問題88
しょこくへんれきちゅう じる

その昔、諸国遍歴中の松平初代 親氏に「ウサギ汁」
ふる ま きちえん まつもと ぼ

を振舞った吉縁で信州松本から三河に呼ばれ、戊
しん てっていこうせん

辰戦争では最後まで徳川家を守って徹底抗戦し、
かいえき ゆいいつ

明治新政府により改易された唯一の藩となった林
かずさ じょうざい

家の上総請西藩は、現在のどの都市にあった藩で
しょうか？

いばら き ゆう き し さいたま かわごえ し

⑴ 茨城県結城市 ⑵ 埼玉県川越市
ち ば き さら づ し なり た し

⑶ 千葉県木更津市 ⑷ 千葉県成田市

解説 現千葉県木更津市に陣屋を置いた請西藩
はやしただたか

は、１８６７年に林忠崇が家督を相続しました。
「最後の大名」と呼ばれた請西藩主です。戊辰戦争が

ゆうげきたい

始まると、上総に転じた遊撃隊（幕府の親衛隊）に、
藩主 忠崇は自ら脱藩して家
臣たちとともに加わりました。
ぼうそう

房総や相模で新政府軍と戦っ
た後、旧幕府勢力の抵抗する
東北各地を転戦します。敵対
する忠崇の行動は新政府の怒
りを買い、明治元年（１８６８）に
かいえき

改易となりました。請西藩は
戊辰戦争によって改易された
唯一の藩となりました。

最後の請西藩主林忠祟
（個人蔵）西南戦争での博愛社（熊本市）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

９２ ９３



問題89
せい

関ヶ原の戦いを征し江戸幕府を開いた徳川家康公。
さいごく いくさ ただよ ふ おん

まだ西国に戦の空気が漂う不穏な時代、東海道の
さいごく

西国の入口に最強の三河武士、本多忠勝が来て、
けいちょう まち わ のこ

この町に「慶長の町割り」を遺しました。
このまちとは今のどの都市でしょうか？

ぎ ふ おおがき し

⑴ 愛知県名古屋市 ⑵ 岐阜県大垣市
し が くわ な し

⑶ 滋賀県大津市 ⑷ 三重県桑名市

解説 関ヶ原の合戦後、新たな大名配置で桑名
に入ったのが本多忠勝でした。その頃の桑

まちなか

名は、町屋川と大山田川が町中に流れ込んで、三つ
す

の州をつくり、そのなかに町があるという状況であ
り、忠勝は町屋川の流れを付け替え、州の状態をな
くしました。町は城を中心にして、武士の町、その

がいかく

外側に商人の町をつくり、城下町の外郭は堀で囲み
ました。また、商工業者を集めた町もつくられ、住
みやすい町に変え
たと伝わります。
これが「慶長の町
割り」で、現在も
桑名市の中心部で

な ごり

その名残を見るこ
とができます。

問題90
ち

徳川四天王の一人、酒井忠次。その子孫が代々治
せい はげ

世に励み、幕末期に幕府から転封を命じられたも
てっ

のの領民が反対運動を繰り広げ、ついに転封が撤
かい ふじさわしゅうへい うな

回となったその領地。藤沢周平の時代小説では「海
さかはん

坂藩」としてしばしば登場するこの町は、現在の
どの都市でしょうか？

え ひめ おお た き ちょう

⑴ 愛媛県松山市 ⑵ 千葉県大多喜町
い な し つるおか し

⑶ 長野県伊那市 ⑷ 山形県鶴岡市

解説 酒井忠次の子孫が藩主となった鶴岡藩
しょうないはん

（庄内藩）は、井伊家の彦根藩と同様、江戸
時代を通して藩主が変わることなく明治を迎えた藩
です。藩史には藩主・家臣・領民の結束が固いと記
されていますが、これは本間四郎三郎による藩政改
革以後、領民を手厚く保護する政策がとられ続けた
からだと考えられます。領民もこれに感謝の念を抱
いており、戊辰戦争
での武士・領民一体
となった戦いや、後

しょうかん

の藩主召還の献金な
どが行われたのです。
作家 藤沢周平もこ
の鶴岡出身です。

致道博物館（酒井家旧跡／鶴岡市）桑名市の水路（桑名市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

９４ ９５



問題91
しんぜん ていけい ふくやま し

岡崎市と親善都市提携を結んでいる広島県福山市。
おにひゅうが い みょう もう

福山藩初代藩主であり、「鬼日向」の異名を持つ猛
しょう ち すい

将で知られる一方、城下町建設や産業育成、治水
いしずえ

事業などを積極的に行い、今日の福山市発展の礎
いとこ

を築いた、家康公の従弟にあたる武将はだれで
しょうか？

いけ だ てるまさ とうどうたかとら

⑴ 池田輝政 ⑵ 藤堂高虎
みず の かつなり

⑶ 本多忠勝 ⑷ 水野勝成

くろ だ かん べ え よしたか たちばなむねしげ

解説 水野勝成は黒田官兵衛孝高や立花宗茂な
ど、仕官先を８度も変え、豊臣秀吉死去の

後には家康公に従ったと伝えられます。「戦国自由
人」ともいえる武将ですが、大きな戦の度に武功を

や ま とこおりやま

挙げ、江戸開幕後は三河刈谷、大和郡山城主を経て、
最後は福山藩１０万石の大名となりました。領民には

した

名君として慕われ、問題文にあるような様々な事業
を行っています。

問題92
おん ぎ えち ご

「徳川の恩義を忘れず」という「義」の越後長岡藩。
てっていこうせん

戊辰戦争では新政府軍に徹底抗戦しました。太平
はげ くうしゅう

洋戦争の末期、８月１日の激しい空襲で多くの市
ぎ せい ちんごん く よう

民が犠牲になり、その鎮魂、供養のため、毎年同
い れい

日同時刻に慰霊の白菊大輪の花火を打ち上げ、そ
の翌２日と３日は立派な花火大会を開催していま

じょうざいせんじょう

す。「常在戦場」の言葉とともに、その深い精神を
のこ

遺した譜代の藩主家はどこでしょうか？
おくだいら け すがぬま け

⑴ 奥平家 ⑵ 菅沼家
と だ け まき の け

⑶ 戸田家 ⑷ 牧野家

解説 三河国牧野氏は徳川家の三河譜代家臣で、
子孫が譜代大名として、越後国長岡藩主、

こ もろ ひ た ち かさ ま み ね やま

信濃国小諸藩主、常陸国笠間藩主、越後国三根山藩
たん ご た なべ

主、丹後国田辺藩主を勤めました。特に長岡藩は幕
つぎ の すけ

末に家老の河合継之助が登場し、幕府に義を尽くし
て最後まで戦います。また「常在戦場」の額が、藩士
の子孫である山

い そ ろく

本五十六（海軍
大将）の生家に
掲げてあります。

「常在戦場」額（山本五十六生家／長岡市）福山城天守（福山市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

９６ ９７



問題93
はいりょう なんばん ぐ そく しょうぞう が

家康公から拝領した南蛮具足を身に着けた肖像画
やり はんぞう い みょう

が伝わる「槍の半蔵」の異名を持つ部将で、晩年は
よしなお つけ か ろう てら べ じょう

尾張藩 徳川義直の付家老として三河 寺部城（豊
田市）を領有した人物は誰でしょうか？

なる せ まさなり はっとり

⑴ 成瀬正成 ⑵ 服部正成
ちかよし わたなべもりつな

⑶ 平岩親吉 ⑷ 渡辺守綱

解説 家康公には「二人の半蔵」がいました。「鬼
半蔵」の服部正成、そして「槍半蔵」の渡辺

うら べ くにまさ

守綱です。守綱は現在の碧海郡浦部村（岡崎市国正
ちょう

町付近）の出身です。家
康公と同じ年であり、若

そば

いころから傍に仕えまし
た。永禄５年（１５６２）の三
河国八幡の合戦（豊川市）

つい び

で、敵方の追尾を得意の
槍で退けたことから「槍
の半蔵」という呼び名を
受けるようになります。
数々の合戦で武功を挙げ、
晩年は尾張藩付家老とし
て、成瀬氏の犬山城主と
同様、寺部城主としての
たいぐう

待遇を受けました。

問題94
ともな はこ ね

家康公の関東移封に伴い、箱根を守る要所である
かみ わ だ

小田原4万石の大名となった岡崎市上和田町生ま
れの三河武士はだれでしょうか？

⑴ 石川数正 ⑵ 大久保忠世
⑶ 内藤家長 ⑷ 本多正信

解説 大久保家は大変古くからの譜代家臣で、
忠世は家康公の旗本先手役大将として数々

の軍功を挙げました。五ヶ国統治時代には信州総奉
行として小諸城にあり、小牧の陣で秀吉の目に触れ

さん

なかったことから、三
けつ

傑（本多忠勝、榊原康
政、井伊直政）のよう
に、関東移封後に１０万
石以上の扱いを受けら
れなかったのではと考
えられます。しかし４
万石でも徳川家では有
数の高禄で、箱根とい
う重要な地を守ったの
です。

大久保忠世像（小田原城博物館）渡辺守綱像（守綱寺蔵／豊田市）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

９８ ９９



問題95

徳川四天王の一人として活躍した榊原康政ゆかり
の4市では、昭和６０年（１９８５）より、毎年、「榊原
サミット」を開催し、文化交流を図っています。

うえ の ごう

その4市とは、生誕の地、三河国 上野郷のある
豊田市と、榊原家が江戸時代に藩主を務めた3市

たてばやし し ひめ じ し

です。その3市とは、館林市（群馬県）、姫路市（兵
庫県）とどこでしょうか？榊原家の最後の所領地、
高田藩のあった都市です。

じょうえつ し にいがた しも だ し

⑴ 上越市（新潟県） ⑵ 下田市（静岡県）
⑶ 高松市（香川県） ⑷ 松江市（島根県）

解説 高田藩のあった上越市には、榊原康政を
さかき

祭神とする榊神社があります。康政初陣の
時に、大樹寺での学友であった神谷金七から渡され

ちゃいと す がけおどしくろぬりおけがわ

た「茶糸素懸威黒塗桶側五枚胴具足（通称：ちぎれ具
足）」（上越市指定文化財）がその御神体です。「貧し
い若者でも初陣の時の具足は必要であろう」と、少々
ほころ

綻んだ具足をもらい武
功を挙げたのです。以
来、戦の時には常に大
切に傍に置いたと伝わ
ります。

問題96
つく で

東三河の統一期に、奥三河の作手地区において強
たも とつ

い勢力を保っていた一族で、家康公の長女が嫁ぎ、
み の か のうはん

江戸開幕期には、美濃国 加納藩初代藩主、後に
し そん ぶ ぜん なか つ

子孫が豊前国 中津藩主となった一族は何氏で
しょうか？

さいごう し

⑴ 奥平氏 ⑵ 西郷氏
⑶ 菅沼氏 ⑷ 牧野氏

解説 長篠の合戦で武田の大軍から城を守り、
おくだいらさだまさ

功名を成したのが奥平貞昌です。貞昌はこ
かめひめ

の後に家康公の長女 亀姫を娶り、さらに信長から
のぶまさ

は名前の一字をもらい受け信昌と改名したのです。
奥平家は奥三河作手に本拠地を置く国人衆で、野田、
だ みね すがぬま やま が さんぽうしゅう

田峯の菅沼氏と「山家三方衆」と呼ばれてきました。
武田信玄の死去後には武田方から家康公に味方し、
三河譜代として重きをなしていったのです。亀姫は、
信昌が美濃加納藩
主の時代は「加納
御前」として慕わ
れたと伝わります。

美濃加納城本丸石垣（岐阜市）榊原康政祭神榊神社（新潟県上越市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」

１００ １０１



問題97
いえがら いえすじ しん

江戸時代、「三河以来の家柄・・」とは、家筋の信
らい

頼を表すもので、「三河」の屋号も安心を印象付け
るものでした。幕末期の三河の藩は9藩（岡崎、

こ ろ も にしはた

西大平、西尾、挙母、刈谷、西端、吉田、田原、
畑村）ありました。これらは藩の区別では次のど
こに属すでしょうか？

ふ だい か もん

⑴ すべて譜代 ⑵ すべて家門
しんぱん と ざま

⑶ すべて親藩 ⑷ すべて外様

解説 幕末期の三河９藩と藩主は、①岡崎藩（本
多氏）、②西大平藩（大岡氏）、③西尾藩（大

給松平氏）、④拳母藩（内藤氏）、⑤刈谷藩（土井氏）、
⑥西端藩（本多氏）、⑦吉田藩（大河内松平氏）、⑧田
原藩（三宅氏）、⑨畑村藩（戸田氏）です。これらの三
河諸藩は明治になり全て「県」となり、後に「額田県」
にまとめられました。藩主は全て譜代家臣たちであ
り、東海道でも重要な地域であったことが窺えます。
戊辰戦争では尾張徳

きょう

川家より、官軍に恭
じゅん

順するよう求められ
たといいます。

問題98
たいへい いっしん

泰平な江戸時代が終わり、ご一新という近代日本
を開いて73年後、１９４１年には太平洋戦争を起こし

ひ さん

た日本。その悲惨な太平洋戦争に敗戦し、二度と
せん

戦争をしない平和国家を宣してから今年で73年。
悲惨を体験した人たちの声が遠ざかりつつありま
す。さて、徳川家康公が亡くなられてから73年後
の江戸時代はどんな時代だったでしょうか？

あまくさ らん ゆ い しょうせつ こんらん

⑴ 天草の乱、由比正雪の乱が続いた混乱の時代。
げんろく

⑵ さまざまな町人文化が花開いた元禄時代。
じゅうしょう

⑶ 重商主義の経済政策が推進された田沼時代。
くろふねらいこう じょう い ゆ

⑷ 黒船来航。攘夷か開国かで揺れた動乱の時代。

こうきょ つなよし

解説 家康公薨去７３年後は五代将軍 綱吉のこ
ひゃっ か

ろ、様々な産業や町人文化が花開く、百花
りょうらん

繚乱の元禄期に入ったころです。文芸や学問・芸術
の発展、特に豊かな経済力を背景に成長してきた町

かみがた

人たちが、大坂・京など上方を中心に優れた作品を
数多く生み出していま

ちつじょびんらん

す。秩序紊乱の時代か
おう か

ら泰平を謳歌する平和
げん

な時代に。家康公の元
な えん ぶ

和偃武の思いを熟成さ
せた７3年間だったので
しょうか。 近松門左衛門『曾根崎心中』木版西大平藩陣屋跡（岡崎市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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問題99

近代日本は、明治、大正、昭和、平成の150年を
経て、新たな年号の時代を開こうとしています。

つく

私たちが創る時代はどんな時代になるでしょう。
応仁の乱から150年後、二度と戦争のない国家 日

のこ

本でありたいと徳川家康公は平和悲願を年号に遺
して、この世を去られました。その年号は何とい
うでしょうか？

あんせい けいあん

⑴ 安政 ⑵ 慶安
げん な げんろく

⑶ 元和 ⑷ 元禄

解説 「元和偃武」。１９歳の時に志を立てた言葉
が「厭離穢土 欣求浄土」。その完結がこの

言葉になるのでしょうか。現世浄土を実現させるた
いさぎよ ふ

めに必要であった「武」を、その実現によって潔く偃
せたのです。家康公臨終の際の
ゆいごん

遺言に、「たとえ他人天下の政
あんのん

務をとりたりとも、四海安穏に
じんおん こうむ

して万民その仁恩を蒙らば、こ
れ元より家康が本意にして、い

うら

さゝか憾みおもふ事なし」とあ
ります。「偃武」の潔さがこの一
節に表されています。現代に生

か

きる私たちが噛み締めなければ
ならない言葉でしょう。

問題100

公益財団法人「徳川記念財団」と「岡崎商工会議所」
の主催で始まったこの検定。今回のテーマは、「わ
がふるさとは、三河」。日本各地から聞こえてく

かくしん

るこのテーマの声の主、その核心は「徳川」、ふる
さと三河の根っこは「岡崎」。主催の両者が手を結

か

び、全国各地に「ゆかり」の声を掛け合い、未来に
し さ さが

向かって歴史に学ぶ示唆を探そうとしています。
最終問です。１５０年前、幕末の全国の藩のうち、
藩主が三河出身の藩は全体のおよそ何パーセント

し

を占めていたでしょうか？

⑴13％ ⑵23％ ⑶33％ ⑷43％

解説 最終問は、この「新・家康公検定」の意義
を受験者のみなさまと共に確認し合うもの

です。すでに第５問で、「わがふるさとは、三河」と
いう藩がいくつあったでしょう、と問いかけ、その

よ いん

全国に占める比率は280藩中の120藩の余韻を残しな
がら検定を終え受験会場を出る、というものです。
改めて、江戸泰平社会
が閉じて150年の今、そ
の原点になった三河に視
座を置き、みなさまと共
に混迷する時代への明か
りを見つけたいものです。 三河武士の館家康館（岡崎公園）徳川家康公像（岡崎公園）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定」 「新・家康公検定」
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